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入 学 者 選 抜 要 項



鹿児島大学は, 日本列島の南に位置し, アジアの諸地域に開かれ, 海と火山と島々から

なる豊かな自然環境に恵まれた地にある｡ この地は, 我が国の変革と近代化を推進する過

程で, 多くの困難に果敢に挑戦する人材を育成してきた｡ このような地理的特性と教育的

伝統を踏まえ, 鹿児島大学は, 学問の自由と多様性を堅持しつつ, 自主自律と進取の精神

を尊重し, 地域とともに社会の発展に貢献する総合大学をめざす｡

鹿児島大学は, 学生の潜在能力の発見と適性の開花に努め, 幅広い教養教育と高度な専

門教育を行うとともに, 地域の特性を活かした進取の気風を養う｡

鹿児島大学は, 真理を愛し, 高い倫理性と社会性を備え, 向上心を持って自ら困難に立

ち向かい, 国際社会で活躍しうる人材を育成する｡

鹿児島大学は, 個々の研究を重視するとともに, 種々の学問分野における優れた研究者

の連携により, 21世紀を先導する研究者を育成する｡

鹿児島大学は, 地域の要請に応える研究を展開するとともに, 普遍性を求める研究活動

を推進し, 世界水準の研究拠点をめざす｡

鹿児島大学は, 南九州を中心とする地域の産業の振興, 医療と福祉の充実, 環境の保全,

教育・文化の向上など, 地域社会の発展と活性化に貢献する｡

鹿児島大学は, アジアや太平洋諸国との連携を深め, 研究者や学生の双方向交流および

国際共同研究・教育を推進し, 人類の福祉, 世界平和の維持, 地球環境の保全に貢献する｡

鹿児島大学は, 学長のリーダーシップのもと, 全構成員が運営に責任をもって参画する

ことにより, 教育研究環境の充実を図る｡

鹿児島大学は, 大学の自治を礎
いしずえ

とし, 常に自己点検・評価を行うとともに, 外部からの

意見を積極的に反映させ, 透明性の高い公正な大学運営を行うことにより, 社会への責任

を果たす｡

2007年11月15日 制定
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鹿児島大学は, 進取の気風にあふれる総合大学として, 学生の潜在能力の発見と適性の開

花に努め, 自主自律と進取の精神を有する人材の育成を目指します｡ そのために次の教育目

標を掲げます｡

１. 幅広い教養と高度な専門的知識・技能を身につけ, 諸課題を発見・探究・解決する能

力を育みます｡

２. 豊かな人間性と倫理観を身につけ, 向上心をもって自ら困難に立ちむかう態度を養い

ます｡

３. 地域における活動に積極的に関わり, 社会の発展に貢献できる行動力を養います｡

４. グローバルな視野をもち, 国際社会の発展に貢献できる実践的な能力を育みます｡

鹿児島大学は, 教育目標に定める人材を育成するため, 次のような学生を求めています｡

１. 鹿児島大学の教育目標に共感し,それを実現できる基礎学力や考える力と意欲をもつ人

２. 人間としてのモラルを大切にし, 教養をより高めようとする人

３. 知的向上心に富み, 専門職業人として社会に貢献することをめざす人

４. ボランティアやインターンシップをはじめ, 広く具体的体験に積極的に取り組む意志

をもつ人

このような学生を適正に選抜するために, 学部の募集単位ごとに, 多様な選抜を実施し

ます｡
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入 学 者 選 抜 実 施 日 程

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 試 験 日
令和３年( 年)１月 日 ・ 日
[追試験日] １月 日 ・ 日
[特例追試験日] ２月 日 ・ 日

区 分 学部・学科 学生募集
要項発表 出願期間 個 別 学 力

検 査 等 合格者発表 入学手続

一

般

選

抜

前 期 日 程

法 文 学 部

教 育 学 部

理 学 部

医 学 部

歯 学 部

工 学 部

農 学 部

水 産 学 部

共同獣医学部

月上旬
１月 日

～
２月３日

２月 日

教育学部学校教育教員養
成課程, 医学部医学科及
び歯学部歯学科
２月 日 ・ 日

３月６日
３月 日

～
日

後 期 日 程 ３月 日 ３月 日
３月 日

～
日

総 合 型 選 抜
( Ａ Ｏ 型 選 抜 )

[大学入学共通テ
ストを課さない]

理 学 部
理 学 科

数理情報科学プログラム

物理･宇宙プログラム

８月下旬

月６日
～
８日

月 日 月１日

月 日
水 産 学 部
水 産 学 科

水圏科学領域

水産資源科学領域

食品生命科学領域

９月 日
～
日

月 日 月 日
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区 分 学部・学科等 学生募集
要項発表 出 願 期 間 個 別 学 力

検 査 等 合格者発表 入学手続

学

校

推

薦

型

選

抜

学校推薦型
選 抜 Ⅰ

[大学入学共通テ
ストを課さない]

教 育 学 部
学校 教 育 教 員 養 成 課 程
中等教育コース
技 術
家 政

医 学 部
保 健 学 科

看 護 学 専 攻
理学療法学専攻
作業療法学専攻

工 学 部
先 進 工 学 科
機械工学プログラム
電気電子工学プログラム

農 学 部
農 業 生 産 科 学 科
食 料 生 命 科 学 科
農 林 環 境 科 学 科
水 産 学 部
水 産 学 科
水 圏 科 学 領 域
水 産 資 源 科 学 領 域
食 品 生 命 科 学 領 域

月上旬
月４日
～
６日

月 日 月１日

２月 日

学校推薦型
選 抜 Ⅱ

[大学入学共通テ
ストを課す]

法 文 学 部
教 育 学 部
学校 教 育 教 員 養 成 課 程
初等教育コース
一 般
音 楽
保 健 体 育

中等教育コース
国 語
社 会
英 語
数 学
理 科
美 術

理 学 部
理 学 科
化 学 プ ロ グ ラ ム
生 物 学 プ ロ グ ラ ム
地球科学プログラム

医 学 部
医 学 科
歯 学 部
工 学 部
共 同 獣 医 学 部

月上旬
１月 日

～
日

２月６日 ２月 日

国際バカロレア選抜 全 学 部 ８月下旬 １月 日 ～ 日 ２月６日 ２月 日 ２月 日

総 合 型 選 抜
(自己推薦型選抜)

[大学入学共通テ
ストを課す]

法 文 学 部
人 文 学 科
理 学 部
医 学 部
保 健 学 科

看 護 学 専 攻
歯 学 部
工 学 部
建 築 学 科
農 学 部
水 産 学 部
国 際 食 料 資 源 学
特 別 コ ー ス
共 同 獣 医 学 部

月上旬
月２日
～
４日

２月７日 ２月 日 ２月 日

私 費 外 国 人
学部留学生選抜

全 学 部 月上旬
１月 日

～
日

２月６日 ２月 日
３月 日

～
日



本学に出願することができる者は, 次の各号のいずれかに該当し, かつ, 志願する学部・学科

等が指定する令和３年度 ( 年度) 大学入学共通テストの所定の教科・科目を受験した者です｡

過年度の大学入試センター試験の成績については, 令和３年度 ( 年度) 入学者選抜には利

用しません｡

なお, 総合型選抜 (ＡＯ型選抜), 総合型選抜 (自己推薦型選抜), 学校推薦型選抜Ⅰ, 学校推

薦型選抜Ⅱ, 国際バカロレア選抜及び私費外国人学部留学生選抜の志願者については, ～ 頁

の出願要件を参照してください｡ また, 学校教育法第 条第２項による高等学校２年生からの飛

び入学については, 本学では実施しません｡

( ) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和３年 ( 年) ３月卒業見込みの者

( ) 特別支援学校の高等部又は高等専門学校の３年次を修了した及び令和３年 ( 年) ３月

日修了見込みの者

( ) 学校教育法施行規則第 条の規定により, 高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認められる者, 及び令和３年 ( 年) ３月 日までにこれに該当する見込みの者

(次の①から⑥のいずれかに相当する者)

①外国において,学校教育における 年の課程を修了した者,及び令和３年 ( 年)３月

日までに修了見込みの者, 又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者

②文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者, 及び令和３年 ( 年) ３月 日までに修了見込みの者

③専修学校の高等課程 (修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る) で, 文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める

日以後に修了した者及び令和３年 ( 年) ３月 日までに修了見込みの者

④文部科学大臣の指定した者

⑤高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験 (旧規程による大学入

学資格検定を含む) に合格した者及び令和３年 ( 年) ３月 日までに合格見込みの

者で, 令和３年 ( 年) ３月 日までに 歳に達する者

⑥本学において, 個別の入学資格審査により, 高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で令和３年 ( 年) ３月 日までに 歳に達する者

上記出願資格⑥により出願を希望する者は, 出願前に個別の入学資格審査が必要となり

ます｡

個別の出願資格審査の詳細については, 本学ホームページの ｢入学資格審査｣ (

) を確認してください｡

申請期間：令和２年７月６日 から９月 日 (必着) まで※

(土曜日・日曜日・祝日・本学夏季休業日 [８月 日 ～ 日 ]を除く｡)

申請方法：持参又は一般書留郵便により送付してください｡

※出願資格の確認には, 時間を要するため, 締切日間際の申請とならないようご注意くだ

さい｡

― ―



本学の令和３年度 ( 年度) 入学者選抜は, 次の種類の選抜方法により行います｡

なお, 本学が課す個別学力検査等の教科・科目等 (面接用資料作成を含む｡) のうち１つでも

受験しなかった者は失格となり, 合否判定の対象者とはなりません｡

１ 大学入学共通テストの ｢地理歴史｣ 及び ｢公民｣ は, この２教科を同一の試験時間におい

て実施しますが, 出題教科としては, それぞれ独立した教科です｡

２ 大学入学共通テストの ｢地理歴史｣, ｢公民｣ 及び ｢理科②｣ (物, 化, 生, 地学) の試験

時間において, 前半に受験した科目を ｢第１解答科目｣, 後半に受験した科目を ｢第２解答

科目｣ とします｡

入学者の選抜は, 大学入学共通テストの成績及び本学が実施する個別学力検査等の成績の総

合得点により行います｡

なお, 詳細は ～ 頁及び ～ 頁を参照してください｡

理学部理学科 (数理情報科学プログラム, 物理・宇宙プログラム) 及び水産学部水産学科

(水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域) で, 総合型選抜 (ＡＯ型選抜) を行

います｡

理学部理学科の入学者の選抜は, 数理情報科学プログラムでは, 適性試問, 面接試問, アド

ミッション・ポリシーに対する適性及び出願書類に基づいて総合判定して行います｡ 物理・宇

宙プログラムでは, 適性実技, 面接試問, アドミッション・ポリシーに対する適性及び出願書

類に基づいて総合判定して行います｡

水産学部水産学科 (水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域) の入学者の選抜

は, 小論文, 面接試問, アドミッション・ポリシーに則った適性の有無及び出願書類に基づい

て総合判定して行います｡

なお, 詳細は ～ 頁及び ～ 頁を参照してください｡

次に示す学部・学科・課程等の入学定員の一部について, 大学入学共通テスト, 講義型試験,

面接及び出願書類により選抜を行います｡

なお, 詳細は ～ 頁及び ～ 頁を参照してください｡

法 文 学 部 － 人文学科 (全コース)

理 学 部 － 理学科 (全プログラム)

医 学 部 － 保健学科 (看護学専攻)

歯 学 部 － 歯学科

工 学 部 － 建築学科

農 学 部 － 全学科, 国際食料資源学特別コース

水 産 学 部 － 国際食料資源学特別コース

共同獣医学部 － 獣医学科

― ―



次に示す学部・学科・課程等の入学定員の一部について,高等学校長 (中等教育学校長, 高

等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在外教育施設の長を含む｡)

の推薦に基づき, 小論文, 面接及び調査書等により選抜を行います｡

なお, 詳細は 頁及び ～ 頁を参照してください｡

教育学部 － 学校教育教員養成課程

中等教育コース (技術, 家政)

医 学 部 － 保健学科 (看護学専攻, 理学療法学専攻, 作業療法学専攻)

工 学 部 － 先進工学科 (機械工学プログラム, 電気電子工学プログラム)

農 学 部 － 農業生産科学科, 食料生命科学科, 農林環境科学科

水産学部 － 水産学科 (水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域)

次に示す学部・学科・課程等の入学定員の一部について, 高等学校長 (中等教育学校長, 高

等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在外教育施設の長を含む｡)

の推薦に基づき, 大学入学共通テスト, 小論文, 面接及び調査書等により選抜を行います｡

なお, 詳細は 頁及び ～ 頁を参照してください｡

法 文 学 部 － 全学科

教 育 学 部 － 学校教育教員養成課程

初等教育コース (一般, 音楽, 保健体育)

中等教育コース (国語, 社会, 英語, 数学, 理科, 美術)

理 学 部 － 理学科 (化学プログラム, 生物学プログラム, 地球科学プログラム)

医 学 部 － 医学科

歯 学 部 － 歯学科

工 学 部 － 全学科 (全プログラム)

共同獣医学部 － 獣医学科

全学部の入学定員の一部について, 他の選抜とは異なった選抜を行います｡

なお, 詳細は 頁及び ～ 頁を参照してください｡

私費外国人学部留学生を対象に, 一般の選抜とは異なった選抜を行います｡

なお, 詳細は 頁及び ～ 頁を参照してください｡

― ―
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白 紙
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学 部 学科・課程等
入学

定員

募 集 人 員

一 般 選 抜
総合型
選 抜
( 型
選抜)

総合型
選 抜
(自己推薦
型選抜)＊

学 校
推薦型
選 抜
Ⅰ

学 校
推薦型
選 抜
Ⅱ

国 際
バカロレア
選 抜

私費外国
人学部留
学生選抜

前期日程 後期日程

通
常
枠

括
り
枠

通
常
枠

括
り
枠

法文学部

法経社会
学 科

法学コース

若干人 若干人

地域社会コース
※ ※ ※

経済コース

人文学科
多元地域文化コース

心理学コース

計

教育学部

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

初 等 教 育

コ ー ス

一般

若干人 若干人

音楽

保健体育

中

等

教

育

コ

ー

ス

国語

社会

英語

数学

理科

技術

家政

音楽

美術

保健体育

特別支援教育コース

計

理 学 部
理学科

数理情報科学プログラム

若干人 若干人

物理･宇宙プログラム

化学プログラム

生物学プログラム

地球科学プログラム

計

※ 法文学部法経社会学科の地域社会コース及び経済コースについては, ２年次に進んだ時にコースを決定します｡
なお, 各コースの定員は, 地域社会コースが50人, 経済コースが105人の予定です｡

(注) 教育学部初等教育コースの音楽及び保健体育については, 国際バカロレア選抜及び私費外国人学部留学生選抜の募
集はありません｡

(注) 総合型選抜 (AO型選抜), 総合型選抜 (自己推薦型選抜), 学校推薦型選抜 及び学校推薦型選抜 の合格者が募
集人員に満たない場合は, その欠員は一般選抜前期日程の募集人員に含めます｡

(注) 国際バカロレア選抜, 私費外国人学部留学生選抜の募集人員は, 入学定員に含めます｡



― ―

学 部 学科・課程等
入学

定員

募 集 人 員

一 般 選 抜
総合型
選 抜
( 型
選抜)

総合型
選 抜
(自己推薦
型選抜)＊

学 校
推薦型
選 抜
Ⅰ

学 校
推薦型
選 抜
Ⅱ

国 際
バカロレア
選 抜

私費外国
人学部留
学生選抜

前期日程 後期日程

通
常
枠

括
り
枠

通
常
枠

括
り
枠

医 学 部

医学科

若干人 若干人

保
健
学
科

看護学専攻

理学療法学専攻

作業療法学専攻

計

合 計

歯 学 部 歯学科 若干人 若干人

工 学 部

先
進
工
学
科

機械工学プログラム ※ ※

※

※

若干人 若干人

電気電子工学プログラム ※ ※ ※

海洋土木工学プログラム ※ ※ ※
※ 専
※ 普

化学工学プログラム ※ ※ ※

化学生命工学プログラム ※ ※ ※

情報･生体工学プログラム ※ ※ ※
※ 専
※ 普

計

建
築
学
科

建築学プログラム
※ ア
イ
ウ

計

合 計

農 学 部

国際食料資源学特別コース
(農学系サブコース)

若干人 若干人
農業生産科学科

食料生命科学科

農林環境科学科

計

水産学部

国際食料資源学特別コース
(水産学系サブコース)

若干人 若干人

水
産
学
科

水圏科学領域

水産資源科学領域

食品生命科学領域

計

共同獣医
学 部 獣医学科 若干人 若干人

合 計

＊ 学校推薦型選抜 と総合型選抜 (自己推薦型選抜) の併願はできません｡
※１ 工学部先進工学科の各プログラムの入学定員は目安の定員であり, 志願状況等により増減があります｡
※２ 工学部先進工学科の各プログラムの募集人員は目安の人員であり, 志願状況等により増減があります｡
※３ 括り枠とは, 入学後にプログラムを選択できる募集枠です｡ 括り枠で入学した学生は, 入学後半年間で, 先進工

学科の６つのプログラムの内容を網羅した科目 (講義だけでなく体験型の演習など) や各プログラムの就職先に
ついてのガイダンスを受けた上で, 本人の希望と入学後の学業成績に基づいて各プログラムに配属されます｡ た
だし, 学修の質を保証するために, 各プログラムの配属は本人の希望通りにならない場合もあります｡

※４ 専：専門教育を主とする学科及び総合学科 普：普通科あるいはこれに準ずる学科
※５ ア：文系科目重視型 イ：理系科目重視型 ウ：実技試験型



― ―

選抜方法等

学部・学科等名

個 別 学 力 検 査 等

個 別

学力検査

等の日程

専門学科・総合学科卒業生選抜 総合型選抜

備 考

欠員

の補

充の

方法

等

試

験

日

程

グ

ル

ー

プ

個別学

力検査

を課す

実 技 検 査 等 ２ 段 階 選 抜

個別学

力検査

を課す

実 技 検 査 等

募集

人員

型

選抜

自己推薦

型選抜

実技検

査を課

す

面 接

を行う

小論文

を課す

外国語
におけ
るリス
ニング
テスト
を課す

主として, 調査
書の内容と大学
入学共通テスト
の成績により第
１段階選抜を行
い, その合格者
について更に必
要な検査等を行
う

定員に

対する

倍 率

実技検

査を課

す

面 接

を行う

小論文

を課す

外国語
におけ
るリス
ニング
テスト
を課す

法

文

学

部

法
経
社
会
学
科

法学コース
前 ○ × × × × × × ２月 日

実施しない

× ×

定

員

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

追

加

合

格

又

は

欠

員

補

充

第

２

次

募

集

を

行

う

こ

と

が

あ

る

。

後 × × ○ × × × × ３月 日

地域社会コース･
経済コース

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × × ○ × × × ３月 日

人
文
学
科

多元地域文化コース
前 ○ × × × × × × ２月 日

× ○
後 × × × ○ × × × ３月 日

心理学コース 前 ○ × × × × × × ２月 日 × ○

教

育

学

部

学

校

教

育

教

員

養

成

課

程

初等教育コース
(一般)

前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日

× ×
後 × × ○ ○ × × × ３月 日

中

等

教

育

コ

ー

ス

国語 前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

社会 前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

英語 前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

数学 前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

理科 前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

技術 前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

家政 前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

音楽 前 ○ ○ ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

美術 前 ○ ○ ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

保健体育 前 × ○ ○ × × × × ２月 ・
日 × ×

特別支援
教育コース

前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日

× ×
後 × × ○ ○ × × × ３月 日

理

学

部

理

学

科

数理情報科学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日 ○ ○

物理・宇宙
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日 ○ ○

化学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日 × ○

生物学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日 × ○

地球科学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日 × ○

理学科 (括り枠) 後 × × ○ × × × × ３月 日 × ×

※ 理学部 (数理情報科学プログラム, 物理･宇宙プログラム) の総合型選抜 (AO型選抜) の詳細については, 33及び34頁を参照
すること｡

※ 理学部の一般選抜 (後期日程) は, プログラム毎に募集せず, 理学科として大括りで募集する｡
※ 総合型選抜 (自己推薦型選抜) の詳細については36～51頁を参照すること｡



― ―

選抜方法等

学部・学科等名

個 別 学 力 検 査 等

個 別

学力検査

等の日程

専門学科・総合学科卒業生選抜 総合型選抜

備 考

欠員

の補

充の

方法

等

試

験

日

程

グ

ル

ー

プ

個別学

力検査

を課す

実 技 検 査 等 ２ 段 階 選 抜

個別学

力検査

を課す

実 技 検 査 等

募集

人員

型

選抜

自己推薦

型選抜

実技検

査を課

す

面 接

を行う

小論文

を課す

外国語
におけ
るリス
ニング
テスト
を課す

主として, 調査
書の内容と大学
入学共通テスト
の成績により第
１段階選抜を行
い, その合格者
について更に必
要な検査等を行
う

定員に

対する

倍 率

実技検

査を課

す

面 接

を行う

小論文

を課す

外国語
におけ
るリス
ニング
テスト
を課す

医

学

部

医学科
前 ○ × ○ × × ○ 約 倍 ２月 ・

日

実施しない

× ×
定

員

に

満

た

な

い

場

合

に

は

、

追

加

合

格

又

は

欠

員

補

充

第

２

次

募

集

を

行

う

こ

と

が

あ

る

。

後 × × ○ ○ × ○ 約 倍 ３月 日

保

健

学

科

看護学専攻 前 ○ × × × × × × ２月 日 × ○

理学療法学
専攻

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × ○ ○ × × × ３月 日

作業療法学
専攻

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × ○ ○ × × × ３月 日

歯
学
部
歯学科

前 ○ × ○ × × × × ２月 ・
日

× ○
後 × × ○ × × × × ３月 日

工

学

部

先

進

工

学

科

機械工学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × × ○ × × × ３月 日

電気電子工学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × × ○ × × × ３月 日

海洋土木工学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × × ○ × × × ３月 日

化学工学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × × ○ × × × ３月 日

化学生命工学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × × ○ × × × ３月 日

情報･生体工学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ×

後 × × × ○ × × × ３月 日

先進工学科(括り枠) 前 ○ × × × × × × ２月 日 × ×

建
築
学
科

建築学
プログラム

前 ○ × × × × × × ２月 日
× ○

後 × × × ○ × × × ３月 日



― ―

選抜方法等

学部・学科等名

個 別 学 力 検 査 等

個 別

学力検査

等の日程

専門学科・総合学科卒業生選抜 総合型選抜

備 考

欠員

の補

充の

方法

等

試

験

日

程

グ

ル

ー

プ

個別学

力検査

を課す

実 技 検 査 等 ２ 段 階 選 抜

個別学

力検査

を課す

実 技 検 査 等

募集

人員

型

選抜

自己推薦

型選抜

実技検

査を課

す

面 接

を行う

小論文

を課す

外国語
におけ
るリス
ニング
テスト
を課す

主として, 調査
書の内容と大学
入学共通テスト
の成績により第
１段階選抜を行
い, その合格者
について更に必
要な検査等を行
う

定員に

対する

倍 率

実技検

査を課

す

面 接

を行う

小論文

を課す

外国語
におけ
るリス
ニング
テスト
を課す

農

学

部

国際食料資源学特別コース
(農学系サブコース) 前 ○ × × × × × × ２月 日

実施しない

× ○

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
追
加
合
格
又
は
欠
員
補
充

第

２

次

募

集

を

行

う

こ

と

が

あ

る

。

農業生産科学科
前 ○ × × × × × × ２月 日

× ○
後 × × × ○ × × × ３月 日

食料生命科学科
前 ○ × × × × × × ２月 日

× ○
後 × × × ○ × × × ３月 日

農林環境科学科
前 ○ × × × × × × ２月 日

× ○
後 × × × ○ × × × ３月 日

水
産
学
部

国際食料資源学特別コース
(水産学系サブコース) 前 ○ × × × × × × ２月 日 × ○

水産学科
水圏科学領域
水産資源科学領域
食品生命科学領域

前 ○ × × × × × × ２月 日
○ ×

後 × × × ○ × × × ３月 日

共
同
獣
医
学
部

獣医学科
前 ○ × × × × × × ２月 日

× ○
後 × × ○ × × × × ３月 日

※ 水産学部水産学科 (水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域) の総合型選抜 (AO型選抜) の詳細については,
35頁を参照すること｡



― ―

選抜方法等

学部・学科等名

学 校 推 薦 型 選 抜 帰国生徒 ･
社会人等の
ための特別
入試

国

際

バ

カ

ロ

レ

ア

選

抜

私
費
外
国
人
学
部
留
学
生
選
抜

入学定員の一部について, 出身学校長の推薦に基づき, 学力検査を免
除し調査書を主な資料として判定する

募集人員

学校推薦型選抜

個別学力検査

及び大学入学

共通テストを

免除する

学校推薦型選抜

個別学力検査

を免除し, 大

学入学共通テ

ストを課す

実 技 検 査 等 帰

国

生

徒

選

抜

中
国
引
揚
者
等
子
女
選
抜

社

会

人

選

抜

実技検

査を課

す

面 接

を行う

小論文

を課す

外国語
におけ
るリス
ニング
テスト
を課す

その他

法
文
学
部

法経社会
学 科

法学コース × ○ × ○ × × × 人

実施しない

○ ○

地域社会コース･
経済コース

商業科等 × ○ × ○ ○ × × 人
○ ○

全学科 × ○ × × ○ × × 人

人文学科
多元地域文化コース × ○ × × ○ × × 人 ○ ○

心理学コース × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

教
育
学
部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育
コース

一般 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

音楽 × ○ ○ ○ × × × 人 × ×

保健体育 × ○ × ○ × × × 人 × ×

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

社会 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

英語 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

数学 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

理科 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

技術 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

家政 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

音楽 × × × × × × × × ○ ○

美術 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

保健体育 × × × × × × × × ○ ○

特別支援教育コース × × × × × × × × ○ ○

理
学
部

理
学
科

数理情報科学プログラム × × × × × × × × ○ ○

物理・宇宙プログラム × × × × × × × × ○ ○

化学プログラム × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

生物学プログラム × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

地球科学プログラム × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

医
学
部

医学科 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

保健学科

看護学専攻 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

理学療法学専攻 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

作業療法学専攻 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○
歯学部 歯学科 × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

工

学

部

先

進

工

学

科

機械工学プログラム
○ × × ○ ○ × × 人

○ ○
× ○ × ○ × × × 人

電気電子工学プログラム
○ × × ○ × × × 人

○ ○
× ○ × ○ × × × 人

海洋土木工学
プログラム

専門 × ○ × ○ × × × 人
○ ○

普通 × ○ × ○ × × × 人

化学工学プログラム × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

化学生命工学プログラム × ○ × ○ × × × 人 ○ ○

情報・生体工学
プログラム

専門 × ○ × ○ × × × 人
○ ○

普通 × ○ × ○ × × × 人

建
築
学
科

建築学
プログラム

ア(文系科目重視型) × ○ × ○ × × × 人

○ ○イ(理系科目重視型) × ○ × ○ × × × 人

ウ(実技試験型) × ○ ○ × × × × 人

農
学
部

国際食料資源学特別コース(農学系サブコース) × × × × × × × × ○ ○

農業生産科学科 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

食料生命科学科 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

農林環境科学科 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

水
産
学
部

国際食料資源学特別コース(水産学系サブコース) × × × × × × × × ○ ○

水
産
学
科

水圏科学領域 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

水産資源科学領域 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

食品生命科学領域 ○ × × ○ ○ × × 人 ○ ○

共同
獣医
学部

獣医学科 × ○ × ○ ○ × × 人 ○ ○

※詳細については, 学校推薦型選抜 は52～60頁を, 学校推薦型選抜 は61～89頁を, 国際バカロレア選抜は90～92頁, 私
費外国人学部留学生選抜は93～94頁を参照すること｡



次の学部において, 第２志望, 第３志望又は第４志望までを出願することができる｡

１ 教育学部 一般選抜 (前期日程)
学校教育教員養成課程の初等教育コース (一般) (以下 ｢初等教育｣), 中等教育コース

(音楽・美術・保健体育は除く) (以下 ｢中等教育｣) と特別支援教育コース (以下 ｢特別支
援教育｣) の間で第３志望まで認める｡
中等教育文系グループ (国語・社会・英語) の間で第３志望まで認める｡ ただし, 初等教
育又は特別支援教育を同時に志願する場合, 全体で第３志望までしか志願できない｡ (下記
例１)
中等教育理系グループ (数学・理科・技術・家政) の間で第２志望まで認める｡ ただし,
初等教育又は特別支援教育を同時に志願する場合は, 全体で第３志望まで志願できる｡ (下
記例２)
中等教育文系グループ (国語・社会・英語) と理系グループ (数学・理科・技術・家政)
の組み合わせでは志願できない｡
初等教育又は特別支援教育を第１志望とする者のうち, 第２志望又は第３志望で中等教育
の文系グループ (国語・社会・英語) を志願する者は, 『文系受験型』 の教科・科目等を必
ず選択すること｡ (下記例３) ( 頁 頁参照)
初等教育又は特別支援教育を第１志望とする者のうち, 第２志望又は第３志望で中等教育
の理系グループ (数学・理科・技術・家政) を志願する者は, 『理系受験型』 の教科・科目
等を必ず選択すること｡ (下記例４) ( 頁 頁参照)
第１志望～第３志望の中に中等教育の英語を含める場合, 個別学力検査では ｢英語｣ を必
ず選択すること｡ (下記例１, 例３, 例６)

２ 理学部 一般選抜 (後期日程)
理学部理学科の一般選抜 (後期日程) は, 大括りで募集する｡

３ 工学部 一般選抜 (前期日程)
全７プログラム (機械工学, 電気電子工学, 海洋土木工学, 化学工学, 化学生命工学, 情報・
生体工学, 建築学) 及び先進工学科の ｢括り枠｣, 合計８つの複数志望制を実施し, 第２志望
及び第３志望を認める｡ ただし, 先進工学科の ｢括り枠｣ は第１志望のみ選択可とする｡
｢括り枠｣ は, 先進工学科６プログラム (機械工学, 電気電子工学, 海洋土木工学, 化学工

学, 化学生命工学, 情報・生体工学) を対象とした具体的なプログラムを指定しない募集枠で
あり, 入学後にプログラムを選択する｡ ( 頁の※３参照)

４ 工学部 一般選抜 (後期日程)
全７プログラム (機械工学, 電気電子工学, 海洋土木工学, 化学工学, 化学生命工学, 情報・
生体工学, 建築学) の間で, 第２志望及び第３志望を認める｡

― ―

第１志望 第２志望 第３志望 初等教育又は特別支援教育
第１志望者の教科・科目等

例１ 中等教育・英語 中等教育・国語 特別支援教育
例２ 中等教育・理科 中等教育・技術 初等教育
例３ 初等教育 中等教育・英語 特別支援教育 文系受験型
例４ 特別支援教育 中等教育・数学 理系受験型
例５ 中等教育・家政
例６ 中等教育・社会 中等教育・英語 中等教育・国語
例７ 初等教育 文系・理系いずれでも可
例８ 特別支援教育 初等教育 文系・理系いずれでも可



５ 農学部 一般選抜 (前期日程)

国際食料資源学特別コース (農学系サブコース) は, ３学科 (農業生産科学科, 食料生命科

学科, 農林環境科学科) から第２志望を認める｡

６ 水産学部

水産学科 (学校推薦型選抜Ⅰ, 一般選抜 (前期日程・後期日程))

水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域の３領域の間で, 第２志望及び

第３志望を認める｡

国際食料資源学特別コース (水産学系サブコース) (一般選抜 (前期日程))

水産学科の３領域 (水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域) から第２～

第４志望を認める｡

医学部医学科 一般選抜 (前期日程・後期日程)

入学志願者数が募集人員を大幅に上回り, 個別学力検査等を適切に実施することが困難な場

合は, 大学入学共通テストの成績 (傾斜後の得点) により第１段階選抜を行うことがある｡

前期日程は募集人員 ( 人) の約５倍, 後期日程は募集人員 ( 人) の約８倍までを第１段

階選抜合格者とし, その合格者に対して個別学力検査等を実施する｡

１ 一般選抜 (前期日程)

農学部国際食料資源学特別コース (農学系サブコース), 水産学部水産学科 (水圏科学領域,

水産資源科学領域, 食品生命科学領域) 及び水産学部国際食料資源学特別コース (水産学系サ

ブコース) では, 志願者の希望により東京検査場で受験できる｡

２ 一般選抜 (後期日程)

水産学部水産学科 (水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域) では, 志願者の

希望により東京検査場で受験できる｡

― ―



一般選抜 (前期日程・後期日程) 及び学校推薦型選抜Ⅱ, 総合型選抜 (自己推薦型選抜) で, 大

学入学共通テスト ｢外国語｣ を課す学部・学科等について, 外部英語検定試験で一定スコア基準

(下表参照) を満たし, かつ, 大学入学共通テスト ｢外国語｣ を英語で受験した者で, 英語リーディ

ングの得点が満点値に対して ％以上の得点 (率) を取った者は大学入学共通テスト ｢外国語｣ の

英語リーディングの得点を満点と見なし, ％未満の得点 (率) の場合は得点の ％の点数 (得点

× (小数点第三位以下切り捨て)) を加点する制度を設けます｡ また, 英語リスニングについ

ても同様に, 満点値に対して ％以上の得点 (率) を取った者は大学入学共通テスト｢外国語｣の英

語リスニングの得点を満点と見なし, ％未満の得点 (率) の場合は得点の ％の点数 (得点×

(小数点第三位以下切り捨て)) を加点します｡

上記について, 具体的な計算の例 (英語リーディング 点, 英語リスニング 点を満点とした

場合) を次に示します｡

※入試区分毎の配点については 頁と各募集要項を参照してください｡

例１) 英語リーディング, 英語リスニングともみなし満点の基準点に達している

英語リーディング： 点, 英語リスニング： 点の場合

→英語リーディング： 点 (みなし満点), 英語リスニング： 点 (みなし満点),

合計： 点となります｡

例２) 英語リーディングはみなし満点の基準点に達しているが, 英語リスニングはみなし満点の

基準点に達していない

英語リーディング： 点, 英語リスニング： 点の場合

→英語リーディング： 点 (みなし満点), 英語リスニング： 点 ( 点＋ ( 点×

)), 合計： 点となります｡

例３) 英語リーディングはみなし満点の基準点に達していないが, 英語リスニングはみなし満点

の基準点に達している

英語リーディング： 点, 英語リスニング： 点の場合

→英語リーディング： 点 ( 点＋ ( 点× )), 英語リスニング： 点 (みなし

満点), 合計： 点となります｡

例４) 英語リーディング, 英語リスニングともみなし満点の基準に達していない

英語リーディング： 点, 英語リスニング： 点の場合

→英語リーディング： 点 ( 点＋ ( 点× )), 英語リスニング： 点 ( 点＋

( 点× )), 合計： 点となります｡

― ―

外部英語検定試験名 みなし満点とするスコア基準
(ケンブリッジ英検) 以上

実用英語技能検定 準１級合格以上 (英検 , も含む)
(旧 ) 点以上 ( タイプ (４技能) に限る)

以上 ( )
点以上
点以上

＆ ／ ＆ 点以上 ( 点以上かつ 点以上)
※平成 ～令和２年度実施分が対象 (出願時までに取得したスコアに限る)
(当該入試実施年度から過去３年以内とします｡)



― ―

教科・科目名の表記について

１ 大学入学共通テストの利用教科・科目名は, 次のように略しています｡
(本学が実施する個別学力検査等の出題教科・科目名についても同様に略しています｡)

○ 国語→国
『国語』 → ｢国｣

○ 地理歴史→地歴
｢世界史Ａ｣ → ｢世Ａ｣, ｢世界史Ｂ｣ → ｢世Ｂ｣, ｢日本史Ａ｣ → ｢日Ａ｣,
｢日本史Ｂ｣ → ｢日Ｂ｣, ｢地理Ａ｣ → ｢地理Ａ｣, ｢地理Ｂ｣ → ｢地理Ｂ｣

○ 公民→公民
｢現代社会｣ → ｢現社｣, ｢倫理｣ → ｢倫｣, ｢政治・経済｣ → ｢政経｣,
『倫理, 政治・経済』 → ｢倫・政経｣

○ 数学→数
｢数学Ⅰ｣ → ｢数Ⅰ｣, 『数学Ⅰ・数学Ａ』 → ｢数Ⅰ・数Ａ｣,
｢数学Ⅱ｣ → ｢数Ⅱ｣, 『数学Ⅱ・数学Ｂ』 → ｢数Ⅱ・数Ｂ｣,
『簿記・会計』 → ｢簿｣, 『情報関係基礎』 → ｢情報｣

○ 理科→理
｢物理基礎｣ → ｢物基｣, ｢化学基礎｣ → ｢化基｣, ｢生物基礎｣ → ｢生基｣,
｢地学基礎｣ → ｢地学基｣, ｢物理｣ → ｢物｣, ｢化学｣ → ｢化｣,
｢生物｣ → ｢生｣, ｢地学｣ → ｢地学｣

○ 外国語→外
『英語』 → ｢英｣, 『ドイツ語』 → ｢独｣, 『フランス語』 → ｢仏｣, 『中国語』 → ｢中｣,
『韓国語』 → ｢韓｣

(注) 『 』 内記載のものは, ２つの科目を総合したもの又は２つ以上の科目に共通する内容を
盛り込んだ出題科目です｡

２ 大学入学共通テストの利用方法については, 次の例のように利用教科・科目名, 利用方法を示
しています｡

[例]

世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂから１科目を選択 → 世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂから１

地歴 世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
公民

から１教科１科目選択 →
現社, 倫, 政経, 倫・政経

から１

数 ・数Ａと数 , 数 ・数Ｂから１科目選択 計２科目選択
→ 数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂから１

①物基, 化基, 生基,地学基から２
理科 又は 科目を選択 →

②物, 化, 生, 地学から１又は２
から２又は３

理科については, ①から２科目と②から１科目,
又は②から２科目選択解答すること｡

※学科等により選択解答の方法が異なるため, [ ] 内の注意書をよく読むこと｡

３ 個別学力検査等の出題教科・科目名は, 上記１と同様に略すほか, 次のように略しています｡

｢数学Ⅲ｣ → ｢数Ⅲ｣, ｢数学Ａ｣ → ｢数Ａ｣, ｢数学Ｂ｣ → ｢数Ｂ｣, ｢コミュニケーション英語Ⅰ｣
→ ｢コ英Ⅰ｣, ｢コミュニケーション英語Ⅱ｣ → ｢コ英Ⅱ｣, ｢英語表現Ⅰ｣ → ｢英表Ⅰ｣,
｢英語表現Ⅱ｣ → ｢英表Ⅱ｣



― ―

(配点の※は 頁参照)

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

法
経
社
会
学
科

法
学
コ
ー
ス

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
倫･政経 から２

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

国
外
国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ,日Ｂ,地理Ｂ
倫･政経 から１

数Ⅰ,数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ から１

①物基,化基,生基,地学基から２
又は

②物,化,生,地学から１
英,独,仏,中,韓から１

[３教科３か４科目]

そ
の
他

面接 共通
テスト ※ ※ ※ ※

個別学
力検査

計
※ ※ ※ ※

地
域
社
会
コ
ー
ス
・
経
済
コ
ー
ス

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経 から２

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民(｢現社｣｢倫｣｢政経｣｢倫･政経｣)から
２科目選択解答することはできない｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

国
外
国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ,日Ｂ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

数Ⅰ,数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ, から１
簿,情報
①物基,化基,生基,地学基から２
又は

②物, 化, 生, 地学から１
英,独,仏,中,韓から１

[３教科３か４科目]

そ
の
他

小論文 共通
テスト ※ ※ ※

個別学
力検査

計
※ ※ ※

人
文
学
科

多
元
地
域
文
化
コ
ー
ス

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経 から２

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民(｢現社｣｢倫｣｢政経｣｢倫･政経｣)から
２科目選択解答することはできない｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

国
外
国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期
国
地歴
公民
数
外

国
世Ｂ,日Ｂ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

から１
数Ⅰ,数Ⅰ･数Ａから１
英,独,仏,中,韓から１

[３教科３科目]

そ
の
他

小論文 共通
テスト ※ ※

個別学
力検査
計

※ ※

心
理
学
コ
ー
ス

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経 から２

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
物基, 化基, 生基, 地学基から２

又は
物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民(｢現社｣｢倫｣｢政経｣｢倫･政経｣)か
ら２科目選択解答することはできない｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

国
外
国語総合・現代文Ｂ・古典Ｂ
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

共通
テスト

個別学
力検査

計

注) 法文学部人文学科心理学コースは, 後期日程の募集はありません｡

から２
又は理科
を①から
選択解答
する場合
は３

から１
又は理
科を①
から選
択解答
する場
合は２



― ―

(配点の＊は 頁参照)

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初
等
教
育
コ
ー
ス

一
般
前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経 から２

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ, から１又は２
簿, 情報
①物基,化基,生基,地学基から２

から３
又は４

②物,化,生,地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民の ｢現社｣ を選択解答する場合,
他の１科目は, ｢世Ａ｣ ｢世Ｂ｣ ｢日Ａ｣
｢日Ｂ｣ ｢地理Ａ｣ ｢地理Ｂ｣ から選択解
答すること｡
数学から１科目選択解答する場合,

理科は①から２科目と②から１科目,
又は, ②から２科目選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,

理科は①から２科目, 又は, ②から１
科目選択解答すること｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

国
数

外

そ
の
他

国語総合･現代文Ｂ･古典Ｂ
数Ⅱ･数Ａ･数Ｂ,
数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ から１

コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

面接

共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査 ＊ ＊ ＊

計
＊ ＊ ＊

後
期

そ
の
他

小論文及び面接 共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査

計
＊ ＊

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基,化基,生基,地学基から２ から２
②物,化,生,地学から１又は２ 又は３
英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については, ①から２科目と②

から１科目, 又は, ②から２科目選択
解答すること｡ ただし, 同一名称を付
した科目 (｢物基｣ と ｢物｣, ｢化基｣ と
｢化｣, ｢生基｣ と ｢生｣, ｢地学基｣ と
｢地学｣) の選択解答は認めない｡

[５教科７か８科目]

国
外
数

そ
の
他

国語総合･現代文Ｂ･古典Ｂ
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ から１

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ,
数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ から１

面接

共通
テスト

個別学
力検査 ＊ ＊

計
＊ ＊

後
期

そ
の
他

小論文及び面接 共通
テスト

個別学
力検査

計

中
等
教
育
コ
ー
ス

国
語
前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫, 政経,倫･政経 から２

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ, から１又は２
簿, 情報
①物基,化基,生基,地学基から２

から３
又は４

②物,化,生,地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

公民の｢現社｣を選択解答する場合,他
の１科目は,｢世Ａ｣｢世Ｂ｣｢日Ａ｣｢日Ｂ｣
｢地理Ａ｣｢地理Ｂ｣から選択解答すること｡
数学から１科目選択解答する場合,理

科は①から２科目と②から１科目,又は,
②から２科目選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理

科は①から２科目,又は,②から１科目
選択解答すること｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

国
数

外

そ
の
他

国語総合･現代文Ｂ･古典Ｂ
数Ⅱ･数Ａ･数Ｂ,
数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ から１ から２

コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

面接

共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査 ＊ ＊ ＊

計
＊ ＊ ＊ ＊

社
会
前
期

共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査 ＊ ＊ ＊

計
＊ ＊ ＊ ＊

英
語
前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から２

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ, から１又は２
簿, 情報
①物基,化基,生基,地学基から２

から３
又は４

②物, 化, 生, 地学から１又は２
英
公民の｢現社｣を選択解答する場合,他

の１科目は,｢世Ａ｣｢世Ｂ｣｢日Ａ｣｢日Ｂ｣
｢地理Ａ｣｢地理Ｂ｣から選択解答すること｡
数学から１科目選択解答する場合,理

科は①から２科目と②から１科目,又は,
②から２科目選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理

科は①から２科目,又は,②から１科目選
択解答すること｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

国
数

外

そ
の
他

国語総合･現代文Ｂ･古典Ｂ
数Ⅱ･数Ａ･数Ｂ,
数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ から１ から１

コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

面接

共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査 ＊ ＊

計
＊ ＊ ＊

注) 教育学部初等教育コースの音楽及び保健体育については, 前期日程及び後期日程の募集はありません｡
注) 教育学部中等教育コースの後期日程の募集はありません｡

文
系
受
験
型

理
系
受
験
型

から２



― ―

(配点の＊, ※は 頁参照)

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

中
等
教
育
コ
ー
ス

数
学
前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ,簿,情報から１
①物基,化基,生基,地学基から２ から２
②物,化,生,地学から１又は２ 又は３
英, 独, 仏, 中, 韓から１

理科については,①から２科目と②か
ら１科目,又は,②から２科目選択解答
すること｡ ただし,同一名称を付した科
目(｢物基｣と｢物｣,｢化基｣と｢化｣,｢生基｣
と｢生｣,｢地学基｣と｢地学｣)の選択解答
は認めない｡

[５教科７か８科目]

国
外
数

そ
の
他

国語総合･現代文Ｂ･古典Ｂ
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ から１

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ,
数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ から１

面接

共通
テスト

個別学
力検査 ＊ ＊

計
＊ ＊

理
科
前
期

共通
テスト

個別学
力検査 ＊ ＊

計
＊ ＊

技
術
前
期

共通
テスト

個別学
力検査 ＊ ＊

計
＊ ＊

家
政
前
期

共通
テスト

個別学
力検査 ＊ ＊

計
＊ ＊

音
楽
前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から２

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ, から１又は２
簿,情報
①物基,化基,生基,地学基から２

から３
又は４

②物,化,生,地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

数学から１科目選択解答する場合,理
科は①から２科目と②から１科目,又は,
②から２科目選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理

科は①から２科目,又は,②から１科目選
択解答すること｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

そ
の
他

楽典, 実技及び面接 共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査

※

※

計
＊ ＊

※

※

美
術
前
期

そ
の
他

美術 (筆記), 実技及び面接 共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査

※

※

計
＊ ＊

※

※

保
健
体
育

前
期

そ
の
他

実技及び面接 共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査

計
＊ ＊

※教育学部中等教育コースの音楽・美術は, それぞれ, 音楽 (上段：楽典, 下段：実技), 美術 (上段：美術 (筆記), 下段：実技) を示す



― ―

(配点の＊は 頁参照)

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

特
別
支
援
教
育
コ
ー
ス

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から２

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ, から１又は２
簿,情報
①物基,化基,生基,地学基から２

から３
又は４

②物,化,生,地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

数学から１科目選択解答する場合,理
科は①から２科目と②から１科目,又は,
②から２科目選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理

科は①から２科目,又は,②から１科目
選択解答すること｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

国
数

外

そ
の
他

国語総合･現代文Ｂ･古典Ｂ
数Ⅱ･数Ａ･数Ｂ,
数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ から１

コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

面接

共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査 ＊ ＊ ＊

計
＊ ＊ ＊ ＊

後
期

そ
の
他

小論文及び面接 共通
テスト ＊ ＊

個別学
力検査

計
＊ ＊

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ,数Ⅱ･数Ｂ,簿,情報から１
①物基,化基,生基,地学基から２ から２
②物,化,生,地学から１又は２ 又は３
英, 独, 仏, 中, 韓から１

理科については,①から２科目と②か
ら１科目, 又は, ②から２科目選択解
答すること｡ ただし, 同一名称を付し
た科目 (｢物基｣ と ｢物｣, ｢化基｣ と
｢化｣, ｢生基｣ と ｢生｣, ｢地学基｣ と
｢地学｣) の選択解答は認めない｡

[５教科７か８科目]

国
外
数

そ
の
他

国語総合･現代文Ｂ･古典Ｂ
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ から１

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ,
数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ から１

面接

共通
テスト

個別学
力検査 ＊ ＊

計
＊ ＊

後
期

そ
の
他

小論文及び面接 共通
テスト

個別学
力検査

計

から２

文
系
受
験
型

理
系
受
験
型



― ―

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

理
学
科

数
理
情
報
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経 から１

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

数
外
数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

物
理
・
宇
宙
プ
ロ
グ
ラ
ム

数
理
外

数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ
物基・物
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

化
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

数
理
外

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
化基・化
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

生
物
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

数
理
外

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
生基・生
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

地
球
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

数
理

外

数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ
物基・物,化基・化,
生基・生, から１
地学基・地学
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期

そ
の
他

面接 共通
テスト

個別学
力検査

計



― ―

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

医
学
科

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生から２
英

[５教科７科目]

数
理
外

そ
の
他

数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ
物基･物,化基･化,生基･生から２
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

面接

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期

そ
の
他

小論文及び面接 共通
テスト

個別学
力検査

計

保
健
学
科

看
護
学
専
攻

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

理

外

物基･物, 化基･化,
生基･生 から１

コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

共通
テスト

個別学
力検査

計

理
学
療
法
学
専
攻

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

理

外

物基･物, 化基･化,
生基･生 から１

コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期

そ
の
他

小論文及び面接 共通
テスト

個別学
力検査

計

作
業
療
法
学
専
攻

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科６科目]

理

外

物基･物, 化基･化,
生基･生 から１

コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期

そ
の
他

小論文及び面接 共通
テスト

個別学
力検査

計

注) 医学部保健学科看護学専攻は, 後期日程の募集はありません｡



― ―

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

歯
学
科

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生から２
英

[５教科７科目]

数
理
外

そ
の
他

数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ
物基･物,化基･化,生基･生から１
コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

面接

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期

そ
の
他

面接 共通
テスト

個別学
力検査

計

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

先
進
工
学
科

通
常
枠

機 械 工 学
プ ロ グ ラ ム

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経 から１

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ, 簿, 情報から１
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

数
理
外

数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ
物基・物, 化基・化から１
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

電気電子工学
プ ロ グ ラ ム

計海洋土木工学
プ ロ グ ラ ム

化 学 工 学
プ ロ グ ラ ム

化学生命工学
プ ロ グ ラ ム

情報･生体工学
プ ロ グ ラ ム

括り枠

機 械 工 学
プ ロ グ ラ ム

後
期
数

理
外

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[３教科５科目]

そ
の
他

小論文 共通
テスト

個別学
力検査

電気電子工学
プ ロ グ ラ ム

計海洋土木工学
プ ロ グ ラ ム

化 学 工 学
プ ロ グ ラ ム

化学生命工学
プ ロ グ ラ ム

情報･生体工学
プ ロ グ ラ ム

建
築
学
科

建 築 学
プ ロ グ ラ ム

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経 から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

数
理
外

数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ
物基・物, 化基・化から１
コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期
数

理
外

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[３教科５科目]

そ
の
他

小論文 共通
テスト

個別学
力検査

計



― ―

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

農
業
生
産
科

学
科

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基,化基,生基,地学基から２ から２
②物,化,生,地学から１又は２ 又は３
英, 独, 仏, 中, 韓から１

理科については,①から２科目と②か
ら１科目,又は,②から２科目選択解答
すること｡ ただし,同一名称を付した科
目(｢物基｣と｢物｣,｢化基｣と｢化｣,｢生基｣
と｢生｣,｢地学基｣と｢地学｣)の選択解答
は認めない｡

[５教科７か８科目]

数
理

外

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物, 化基・化,
生基･生, 地学基･地学 から１

コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計
食
料
生
命
科

学
科

後
期

そ
の
他

小論文 共通
テスト

個別学
力検査

農
林
環
境
科

学
科

計

国
際
食
料
資
源
学
特
別
コ
ー
ス

農
学
系
サ
ブ
コ
ー
ス

前
期

数
理

外

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物, 化基・化,
生基･生, 地学基･地学 から１

コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

水
産
学
科

水
圏
科
学
領
域

前
期
国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社,倫,政経,倫･政経 から１

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基,化基,生基,地学基から２ から２
②物,化,生,地学から１又は２ 又は３
英, 独, 仏, 中, 韓から１

理科については,①から２科目と②か
ら１科目,又は,②から２科目選択解答
すること｡ ただし,同一名称を付した科
目(｢物基｣と｢物｣,｢化基｣と｢化｣,｢生基｣
と｢生｣,｢地学基｣と｢地学｣)の選択解答
は認めない｡

[５教科７か８科目]

数
理

外

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物, 化基・化,
生基･生, 地学基･地学 から１

コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

水
産
資
源
科
学

領
域

後
期

そ
の
他

小論文 共通
テスト

個別学
力検査

食
品
生
命
科
学

領
域 計

国
際
食
料
資
源
学
特
別
コ
ー
ス

水
産
学
系
サ
ブ
コ
ー
ス

前
期

数
理

外

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物, 化基・化,
生基･生, 地学基･地学 から１

コ英Ⅰ・コ英Ⅱ・英表Ⅰ

共通
テスト

個別学
力検査

計

注) 国際食料資源学特別コースは後期日程の募集はありません｡



― ―

学科等名
区

分

大学入学共通テスト利用教科･科目名 個 別 学 力 検 査 等 大学入学共通テスト･個別学力検査等の配点等

教科 科 目 名 等
教
科
等

科 目 名 等 区分 国語 地歴・
公民 数学 理科 外国語 小論文 実技等 面接 配点合計

獣
医
学
科

前
期
国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
倫･政経 から１

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
物, 化, 生から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

数
理

外

数Ⅱ・数Ａ・数Ｂ
物基・物, 化基・化,
生基・生 から１

コ英Ⅰ･コ英Ⅱ･英表Ⅰ･英表Ⅱ

共通
テスト

個別学
力検査

計

後
期

そ
の
他

面接 共通
テスト

個別学
力検査

計



【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄

１ ｢地理歴史｣ 及び ｢公民｣ は, この２教科を同一の試験時間において実施するが, 出題教科

としては, それぞれ独立した教科である｡

２ ｢地理歴史｣, ｢公民｣ 及び ｢理科② (物, 化, 生, 地学)｣ の試験時間において, 前半に受験

した科目を ｢第１解答科目｣, 後半に受験した科目を ｢第２解答科目｣ とする｡

３ ｢地理歴史｣ 及び ｢公民｣ を課す学部・学科等において, 指定した教科・科目数を超えて受

験している場合は, それぞれ第１解答科目の成績を利用する｡

その際, 本学が指定している教科・科目以外を第１解答科目としている場合は, その教科は,

利用できなくなり, その結果, 出願要件を満たさないことがあるので注意すること｡

４ ｢理科｣ を課す学部・学科等において, 指定した科目数を超えて受験している場合は, 以下

のとおりとする｡

① ｢理科① (物基, 化基, 生基, 地学基)｣ の試験時間において２科目及び ｢理科② (物,

化, 生, 地学)｣ の試験時間において１科目を受験した場合は, 前者２科目の合計点と後

者の得点のうち, 得点の高い方を利用する｡

② ｢理科② (物, 化, 生, 地学)｣ の試験時間において２科目を受験した場合は, 第１解答

科目の成績を利用する｡ その際, 本学が指定している科目以外を第１解答科目としている

場合は, その教科は, 利用できなくなり, その結果, 出願要件を満たさないことがあるの

で注意すること｡

５ ｢数学｣ を課す学部・学科等において, 指定した科目数を超えて受験している場合は, 得点

の高い科目の成績を利用する｡

６ ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』 を選択解答することができる者は, 高等

学校においてこれらの科目を履修した者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の

修了 (見込み) 者に限る｡

７ 『英語』 には ｢リスニング｣ を含む｡ また, 『英語』 において ｢リーディング｣ のみを受験し

｢リスニング｣ を受験しなかった者は, 本学の指定する教科・科目を受験していない者として

｢出願無資格者｣ とする｡

『英語』 以外の科目を受験した者については, 試験 ( 点満点) の成績を素点として利用す

る｡ また, ｢リスニング｣ の受験を免除された者については, 英語リーディング ( 点) を

点満点に換算した点数を素点として利用する｡

【個別学力検査等】欄

出題範囲

数学 ① すべての出題科目において, 数Ⅰの知識を有することを前提とする｡

② ｢数Ⅱ｣, ｢数Ⅲ｣ 及び ｢数 ｣ は, すべての単元を出題範囲とする｡

③ ｢数 ｣ は ｢確率分布と統計的な推測｣, ｢数列｣ 及び ｢ベクトル｣ の３項目を

出題し, その中から選択解答する｡

理科 ① ｢物基・物｣ は物理基礎, 物理の全範囲から出題する｡

② ｢化基・化｣ は化学基礎, 化学の全範囲から出題する｡

③ ｢生基・生｣ は生物基礎, 生物の全範囲から出題する｡

④ ｢地学基・地学｣ は地学基礎, 地学の全範囲から出題する｡

― ―



【大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等】欄

１ 配点に＊を付してある教科は選択教科を表す｡

教育学部において, 大学入学共通テストの数学及び理科に＊を付してあるものは, ｢数学

２科目・ 点, 理科①２科目・ 点又は理科②１科目・ 点｣, あるいは, ｢数学１科目・

点, 『理科①２科目・ 点と理科②１科目・ 点の計 点』 又は理科②２科目・ 点｣

の配点となる｡

なお, 数学及び理科を合わせて４又は５科目受験している場合は, 数学の得点の高い

科目, ｢理科① (２科目)｣ と ｢理科②の第１解答科目｣ のうち得点の高い方, 残り

の科目のうち得点の高い科目の成績を利用する｡ ( ～ 頁)

２ 配点に※を付してある教科について

法文学部法経社会学科法学コース (後期日程) において, 大学入学共通テストを指定した

科目数以上受験している場合, ｢地理歴史｣・｢公民｣ の第１解答科目と ｢『理科① (２科目)』

と 『理科②の第１解答科目』 のうち得点の高い方｣ と ｢国語｣ 及び ｢数学｣ のうちから得点

の高い２教科の成績を利用する｡ ( 頁)

法文学部法経社会学科地域社会コース・経済コース (後期日程) において, 大学入学共通

テストを指定した科目数以上受験している場合, ｢地理歴史｣・｢公民｣ の第１解答科目と

｢『理科① (２科目)』 と 『理科②の第１解答科目』 のうち得点の高い方｣ と ｢数学｣ のうち

から得点の高い１教科の成績を利用する｡ ( 頁)

法文学部人文学科多元地域文化コース (後期日程) において, 大学入学共通テストを指定

した科目数以上受験している場合, ｢地理歴史｣・｢公民｣ の第１解答科目と ｢数学｣ のうち

から得点の高い１科目の成績を利用する｡ ( 頁)

教育学部学校教育教員養成課程中等教育コース美術 (前期日程) における個別学力検査等

の配点は, 美術 (筆記) 点, 実技 点 (必須 点及び選択 点), 面接 点である｡

( 頁)

教育学部学校教育教員養成課程中等教育コース音楽 (前期日程) における個別学力検査等

の配点は 楽典 点 実技 点, 面接 点である｡ ( 頁)

― ―



３ 大学入学共通テストにおける外国語 (英語) のリーディングとリスニングの配点は次表のと

おりとする｡

【個別学力検査等】欄の ｢小論文｣ 及び ｢面接｣ について
１ 前期日程

面接
① 医学部医学科

面接の評価が著しく低い場合 ( 点以下) には, 総合得点にかかわらず不合格とする
ことがある｡

② 歯学部歯学科
受験者に面接用資料を作成させ ( 分), それらに基づき面接を行う｡ 面接の得点が

配点の ％未満の場合には, 総合得点にかかわらず不合格とすることがある｡

― ―

学 部 学科・課程等
前 期 日 程 後 期 日 程

リーディング リスニング 計 リーディング リスニング 計

法文学部

法
経
社
会
学
科

法学コース

地域社会コース･
経済コース

人
文
学
科

多元地域文化コース

心理学コース

教育学部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育コース(一般)

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語

社会

英語

数学

理科

技術

家政

音楽

美術

保健体育

特別支援教育コース

理 学 部 理学科(全プログラム)

医 学 部

医学科
保
健
学
科

看護学専攻
理学療法学専攻
作業療法学専攻

歯 学 部 歯学科

工 学 部 全学科(全プログラム)

農 学 部
国際食料資源学特別コース
(農学系サブコース)

全学科

水産学部

国際食料資源学特別コース
(水産学系サブコース)

水産学科
水圏科学領域
水産資源科学領域
食品生命科学領域

共同獣医学部 獣医学科



２ 後期日程

小論文

① 法文学部法経社会学科地域社会コース・経済コース

社会の諸事象に関する文章などを読ませ, 社会的な問題に対する関心や思考力, 文章

などの読解力ならびに論理的な説明能力をみる｡

② 法文学部人文学科多元地域文化コース

人文科学を学習する上で必要な批判的分析力, 論理的思考力, 表現力を問う｡

③ 教育学部学校教育教員養成課程初等教育コース (一般), 特別支援教育コース

広く人間や社会・文化などについて, 思考力や表現力を問う｡

④ 医学部医学科

社会や自然の諸現象について述べた課題文などを提示し, 文章の読解力や論理的思考

力, 国語の表現力などをみる｡

⑤ 医学部保健学科 (理学療法学専攻, 作業療法学専攻)

人間の生命と社会・文化に関する課題文, 資料, 図表などを提示し, 理解力, 思考力,

表現力, 独創性などを問う｡

⑥ 工学部 全学科 (全プログラム)

工学を学ぶ上で必要な基礎学力と論理的思考力ならびに理解力を問う｡

⑦ 農学部 全学科

農学を学ぶ上で必要な基礎学力ならびに理解力, 論理的思考力, 表現力, 独創性など

を問う｡

⑧ 水産学部水産学科 (水圏科学領域, 水産資源科学領域, 食品生命科学領域)

水産学を学ぶ上で必要な基礎的事項に関する理解力, あるいはトピックス的なものに

関する理解力ならびに考察力を問う｡

面接

① 法文学部法経社会学科法学コース

あらかじめ受験者に申告書を作成させ, 面接を行う｡ 面接では, 志望動機・将来の目

標に加え, 新聞などで報道された社会的諸問題を問う｡

② 医学部医学科

面接の評価が著しく低い場合 ( 点以下) には, 総合得点にかかわらず不合格とする

ことがある｡

③ 医学部保健学科 (理学療法学専攻, 作業療法学専攻)

面接の評価が著しく低い場合 ( 点以下) には, 総合得点にかかわらず不合格とする

ことがある｡

④ 歯学部歯学科

受験者に面接用資料を作成させ ( 分), それらに基づき面接を行う｡ 面接の得点が

配点の ％未満の場合には, 総合得点にかかわらず不合格とすることがある｡

⑤ 共同獣医学部獣医学科

受験者に面接調書を作成させ ( 分), それらに基づき面接を行う｡

― ―
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１ 学校教育教員養成課程中等教育コース音楽の志願者には, 次表の楽典及び実技検査を課します｡

２ 学校教育教員養成課程中等教育コース美術の志願者には, 次表の美術 (筆記) 及び実技検査を

課します｡

３ 学校教育教員養成課程中等教育コース保健体育の志願者には, 次表の実技検査を課します｡

―��―

別表 １－１

課 程 等 検 査 内 容

学校教育教員養成課程
中等教育コース
音楽

Ⅰ 筆記
楽典 (全員必須)

Ⅱ 実技
１ 器楽
Ａ. ピアノ (全員必須)
Ｂ. その他の楽器 (希望者)
２ 声楽 (全員必須)
３ ソルフェージュ (全員必須)
Ａ. コールユーブンゲン巻１より
Ｂ. 聴音

別表 １－２

課 程 等 検 査 内 容

学校教育教員養成課程
中等教育コース
美術

Ⅰ 美術 (筆記)
必須 ｢鑑賞｣ についての能力を問う｡

Ⅱ 実技
Ａ. 必須 (鉛筆による静物デッサン)
Ｂ. 選択 (彫塑又は平面デザイン)

別表 １－３

課 程 等 検 査 内 容

学校教育教員養成課程
中等教育コース
保健体育

体育実技検査として, 次の３群 (Ⅰ～Ⅲ) のうち２群か
ら１種目ずつ選択させ, 実施する｡

Ⅰ群
１ 器械運動
２ 陸上競技
３ 水泳

Ⅱ群
１ バスケットボール
２ ハンドボール
３ バレーボール
４ サッカー
５ ラグビー
６ ソフトボール

Ⅲ群
１ 柔道
２ ダンス
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別表 ２－１

実施学部・学科名 理学部 理学科 数理情報科学プログラム

募 集 人 員 ７人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
���高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３
年 (����年) ３月に卒業見込みの者

���通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年)
３月に修了見込みの者

���学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３
年 (����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者

���同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高
等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の４倍を超えた場合, 出願書類により実施す
ることがある｡

第２次選抜：適性試問, 面接試問, アドミッション・ポリシーに対する適性及
び出願書類 (調査書, 志望理由書など) に基づいて総合判定し選
抜する｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

適性試問：���分の学力試験で, 数学に関する基礎知識及び論理的思考力・理
解力・文章表現力などを評価する｡

面接試問：��分程度の個人面接で, 調査書と志望理由書を参考にして行い, 数
理情報科学に関する関心度・学習意欲・論理性などを評価する｡
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別表 ２－２

実施学部・学科名 理学部 理学科 物理・宇宙プログラム

募 集 人 員 ８人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
���高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３
年 (����年) ３月に卒業見込みの者

���通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年)
３月に修了見込みの者

���学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３
年 (����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者

���同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高
等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の３倍を超えた場合, 出願書類により実施す
ることがある｡

第２次選抜：適性実技, 面接試問, アドミッション・ポリシーに対する適性及
び出願書類 (調査書, 志望理由書など) に基づいて総合判定し選
抜する｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

適性実技：基本的な実験データの解析とレポートをもとに, 科学に対する適性・
意欲・思考力・表現力を評価する｡

面接試問：��分程度の個人面接により, 志望理由書を参考にして行い, 自然科
学に対する意欲・能力を評価する｡
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別表 ２－３

実施学部・学科名
水圏科学領域

水産学部 水産学科 水産資源科学領域
食品生命科学領域

募 集 人 員 ４人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 合格した場合は入学することを確約できるもの
���高等学校の水産系, 海洋系, 総合系あるいはこれらに準ずる学科で水産・
海洋系の科目を��単位以上履修し (見込みを含む｡), 令和３年 (����年) ３
月に卒業見込みの者, 高等学校の水産, 海洋系の専攻科を令和３年 (����年)
３月に修了見込みの者｡

���高等学校の学業成績が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力を有
する者

選 抜 方 法 等
小論文, 面接試問, アドミッション・ポリシーに則った適性の有無及び出願
書類 (調査書, 志望理由書) に基づいて総合判定し選抜する｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 ���������������
���

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

小論文：水産学を学ぶ上で必要な基礎的事項に関する理解力, あるいは水産学
に関するトピックス的なものに対する理解力ならびに考察力を問う｡

面接試問：水産学に関する基礎知識, 水産学を学ぶ意欲等について評価する｡

※面接時に希望領域を確認し, 入学手続時に所属する領域を確定する｡
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別表 ３－１

実施学部・学科名 法文学部 人文学科 多元地域文化コース

募 集 人 員 ５人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 講義型試験及び出願書類 (自己推薦書など) に基づい
て総合得点により選抜する｡

【注意】
(�) 大学入学共通テストの ｢理科②｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡
(�) 大学入学共通テストの ｢理科① (２科目)｣ 及び ｢理科②｣ を受験した
場合には, 得点の高い方を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から２

数Ⅰ, 数Ⅰ・数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂから１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

②物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民 (｢現社｣ ｢倫｣ ｢政経｣ ｢倫・政
経｣) から２科目を選択解答するこ
とはできない｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 講義型試験

�
�
�
�

�
�
�
�



―��―

��������������
別表 ３－２

実施学部・学科名 法文学部 人文学科 心理学コース

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の３倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験及び面接の結果に基づいて総合
得点により選抜する｡ なお, 調査書及び自己推薦書は, 面接評価
の参考資料とする｡

【注意】
(�) 大学入学共通テストの ｢理科②｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡
(�) 大学入学共通テストの ｢理科① (２科目)｣ 及び ｢理科②｣ を受験した
場合には, 得点の高い方を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
自己推薦書と調査書を参考に��分程度の個人面接を行い, 心と行動に関す

る関心度, 学習意欲, 論理性及び志望理由などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から２

数Ⅰ, 数Ⅰ・数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂから１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

②物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民 (｢現社｣ ｢倫｣ ｢政経｣ ｢倫・政
経｣) から２科目を選択解答するこ
とはできない｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 講義型試験
及び面接

�
�
�
�

�
�
�
�
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別表 ３－３

実施学部・学科名 理学部 理学科 数理情報科学プログラム

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 講義型試験及び出願書類 (調査書, 自己推薦書など)
に基づいて総合得点により選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 講義型試験
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別表 ３－４

実施学部・学科名 理学部 理学科 物理・宇宙プログラム

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 講義型試験及び出願書類 (調査書, 自己推薦書など)
に基づいて総合得点により選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 講義型試験



―��―

��������������
別表 ３－５

実施学部・学科名 理学部 理学科 化学プログラム

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 講義型試験及び出願書類 (調査書, 自己推薦書など)
に基づいて総合得点により選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第�解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 講義型試験



―��―

��������������
別表 ３－６

実施学部・学科名 理学部 理学科 生物学プログラム

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 講義型試験及び出願書類 (調査書, 自己推薦書など)
に基づいて総合得点により選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 講義型試験



―��―

��������������
別表 ３－７

実施学部・学科名 理学部 理学科 地球科学プログラム

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 講義型試験及び出願書類 (調査書, 自己推薦書など)
に基づいて総合得点により選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 講義型試験



―��―

��������������
別表 ３－８

実施学部・学科名 医学部 保健学科 看護学専攻

募 集 人 員 ５人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の��倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験及び面接及び出願書類 (調査書,
自己推薦書など) に基づき総合得点により選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣ ・ ｢公民｣ 及び ｢理科｣ は, 第１解答科目の
成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
��分程度の個人面接を, 自己推薦書と調査書を参考にして行い, 看護に関

する関心度, 学習意欲, 論理性などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ �

�
�
から１現社, 倫, 政経, 倫・政経

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科６科目]

その他 講義型試験
及び面接



―��―

��������������
別表 ３－９

実施学部・学科名 歯学部 歯学科

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の��倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験, 出願書類 (調査書, 自己推薦
書など) 及び面接に基づいて総合得点により選抜する｡ なお, 調
査書及び自己推薦書は, 面接評価の参考資料とする｡ 講義型試験,
面接の得点がそれぞれ配点の��％を下回った場合, 不合格となる
ことがある｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
自己推薦書と調査書, 面接用資料 (面接に先立ち作成, ��分間) を参考資

料として, ��分程度の個人面接を行う｡ 歯科医療の発展に貢献しようとする
強い意欲と情熱を持つ者について�医療人としての適性及び能力をる｡

※自己推薦書
歯学部専用の様式を用いる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ �

�
�
から１倫･政経

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生から２
英

[５教科７科目]

その他 講義型試験
及び面接



―��―

��������������
別表 ３－��

実施学部・学科名 工学部 建築学科 建築学プログラム

募 集 人 員 ５人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 講義型試験及び出願書類 (調査書及び自己推薦書など)
に基づいて総合得点により選抜する｡ なお, 自己推薦書は, 選抜の際の基礎資
料とする｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

数

理
外

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[３教科５科目]

その他 講義型試験



―��―

��������������
別表 ３－��

実施学部・学科名 農学部 国際食料資源学特別コース

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の５倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験, 面接及び出願書類 (調査書,
自己推薦書など) に基づいて総合得点により選抜する｡ なお, 調
査書及び自己推薦書は面接の参考資料として活用する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込) 者に
限る｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に

解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
自己推薦書と調査書を参考に��分程度の個人面接を行い, 国際的視点に

立った食料資源問題等社会の持続的発展に関する関心度, 学習意欲, 論理性
及び志望理由などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等
教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴

公民
数

理

外

国
世Ａ, 世Ｂ, 日Ａ, 日Ｂ,
地理Ａ, 地理Ｂ

�
�
�
�
�

から１
現社, 倫, 政経, 倫・政経
数Ⅰ, 数Ⅰ・数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から２
又は３②物, 化, 生, 地学から１又は２

英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については, ①から２科目と②から１科目,
又は, ②から２科目選択解答すること｡ ただし,
同一名称を付した科目 (｢物基｣ と ｢物｣, ｢化基｣
と ｢化｣, ｢生基｣ と ｢生｣, ｢地学基｣ と ｢地学｣)
の選択解答は認めない｡

[５教科７か８科目]

その他 講義型試験
及び面接

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�



―��―

��������������
別表 ３－��

実施学部・学科名 農学部 農業生産科学科

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の５倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験, 面接及び出願書類 (調査書,
自己推薦書など) に基づいて総合得点により選抜する｡ なお, 調
査書及び自己推薦書は面接評価の参考資料として活用する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込) 者に
限る｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に

解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
自己推薦書と調査書を参考に��分程度の個人面接を行い, 地域から国際レ
ベルに渡る農業生産や食料問題等に対する関心度, 問題意識, 学習意欲, 論
理性及び志望理由などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等
教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ �

�
�
から１現社, 倫, 政経, 倫･政経

数Ⅰ, 数Ⅰ・数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から２
又は３②物, 化, 生, 地学から１又は２

英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については, ①から２科目と②から１科目, 又は,
②から２科目選択解答すること｡ ただし, 同一名称を
付した科目 (｢物基｣ と ｢物｣, ｢化基｣ と ｢化｣, ｢生基｣
と ｢生｣, ｢地学基｣ と ｢地学｣) の選択解答は認めない｡

[５教科７か８科目]

その他 講義型試験
及び面接

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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��������������
別表 ３－��

実施学部・学科名 農学部 食料生命科学科

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の５倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験, 面接及び出願書類 (調査書,
自己推薦書など) に基づいて総合得点により選抜する｡ なお, 調
査書及び自己推薦書は, 面接評価の参考資料として活用する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込) 者に
限る｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に

解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
自己推薦書と調査書を参考に��分程度の個人面接を行い, 食料生命科学に
関する分野への関心度, 学習意欲, 論理性及び志望理由などを総合的に評価
する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等
教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ �

�
�
から１現社, 倫, 政経, 倫･政経

数Ⅰ, 数Ⅰ・数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から２
又は３②物, 化, 生, 地学から１又は２

英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については, ①から２科目と②から１科目, 又は,
②から２科目選択解答すること｡ ただし, 同一名称を
付した科目 (｢物基｣ と ｢物｣, ｢化基｣ と ｢化｣, ｢生基｣
と ｢生｣, ｢地学基｣ と ｢地学｣) の選択解答は認めない｡

[５教科７か８科目]

その他 講義型試験
及び面接

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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��������������
別表 ３－��

実施学部・学科名 農学部 農林環境科学科

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の５倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験, 面接及び出願書類 (調査書,
自己推薦書など) に基づいて総合得点により選抜する｡ なお, 調
査書及び自己推薦書は面接評価の参考資料として活用する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込) 者に
限る｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に

解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
自己推薦書と調査書を参考に��分程度の個人面接を行い, 地域資源を利用
した農業や林業の振興, 森林や農地といった国土の整備・保全に関する基礎
的知識, 関心度及び学習意欲などを総合的に評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等
教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ �

�
�
から１現社, 倫, 政経, 倫･政経

数Ⅰ, 数Ⅰ・数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から２
又は３②物, 化, 生, 地学から１又は２

英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については, ①から２科目と②から１科目, 又は,
②から２科目選択解答すること｡ ただし, 同一名称を
付した科目 (｢物基｣ と ｢物｣, ｢化基｣ と ｢化｣, ｢生基｣
と ｢生｣, ｢地学基｣ と ｢地学｣) の選択解答は認めない｡

[５教科７か８科目]

その他 講義型試験
及び面接

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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��������������
別表 ３－��

実施学部・学科名 水産学部 国際食料資源学特別コース

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の５倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験, 面接及び出願書類 (調査書,
自己推薦書など) に基づいて総合得点により選抜する｡ なお, 調
査書及び自己推薦書は面接評価の参考資料として活用する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込) 者に
限る｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に

解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
自己推薦書と調査書を参考に��分程度の個人面接を行い, 国際的視点に立っ
た食料資源問題等社会の持続的発展に関する関心度, 学習意欲, 論理性及び
志望理由などを評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等
教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴

公民
数

理

外

国
世Ａ, 世Ｂ, 日Ａ, 日Ｂ,
地理Ａ, 地理Ｂ

�
�
�
�
�

から１
現社, 倫, 政経, 倫・政経
数Ⅰ, 数Ⅰ・数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から２
又は３②物, 化, 生, 地学から１又は２

英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については, ①から２科目と②から１科目, 又は,
②から２科目選択解答すること｡ ただし, 同一名称を
付した科目 (｢物基｣ と ｢物｣, ｢化基｣ と ｢化｣, ｢生基｣
と ｢生｣, ｢地学基｣ と ｢地学｣) の選択解答は認めない｡

[５教科７か８科目]

その他 講義型試験
及び面接

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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別表 ３－��

実施学部・学科名 共同獣医学部 獣医学科

募 集 人 員 ４人

出 願 要 件

次の各号のいずれかに該当する者で, 合格した場合は入学することを確約で
きるもの
(�) 高等学校 (中等教育学校を含む｡ 以下同じ｡) を卒業した者及び令和３年
(����年) ３月に卒業見込みの者
(�) 通常の課程による��年の学校教育を修了した者及び令和３年 (����年) ３
月に修了見込みの者
(�) 学校教育法施行規則 (昭和��年文部省令第��号) 第���条の規定により,
高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和３年
(����年) ３月��日までにこれに該当する見込みの者
(�) 同上規則第���条第７号の規定により, 本学の入学資格審査により, 高等
学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

選 抜 方 法 等

第１次選抜：志願者数が募集人員の５倍を超えた場合, 大学入学共通テストの
合計得点の結果により実施することがある｡

第２次選抜：大学入学共通テスト, 講義型試験, 面接及び出願書類 (調査書,
自己推薦書など) に基づいて総合得点により選抜する｡ なお, 調
査書及び自己推薦書は, 面接評価の参考資料として活用する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�������������	����

選 抜 期 日 �����������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※講義型試験
��分程度の講義をメモをとりながら聴いた後, 講義内容に関連した問題に
解答する｡
思考力・判断力・理解力及び文章での表現力などを評価する｡

※面接
��分程度の個人面接により, 自己推薦書と調査書を参考にして行い, 本学
部への志望動機, 勉学意欲, 理解力, 表現力及び適正などについて評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ �

�
�
から１倫･政経

数Ⅰ, 数Ⅰ・数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂから１
物, 化, 生から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 講義型試験
及び面接
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別表 ４－１

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 中等教育コース 技術

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者又は, 令和２年 (����年) ３月に高等学校を卒業した者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と教
員になる強い意志を有する者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上で, 特に専門教科の成績が優れている者

選 抜 方 法 等
小論文, 面接, 出身高等学校の調査書, 高等学校長の推薦書及び志望理由書
に基づいて総合判定し選抜する｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
工業系, 農業系, 水産系, 情報系あるいはこれらに準ずる学科

※小論文
これまでに学んだ技術に関する内容を基礎に, 技術に対する見方・考え方
を問う｡

※面接
将来, 中学校技術科教育に携わる者としての意欲, 適性等を評価する｡
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別表 ４－２

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 中等教育コース 家政

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と教
員になる強い意志を有する者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上である者
� 家政に関する科目※を��単位以上履修した (見込みを含む｡) 者
※指導要領の教科 ｢家庭｣ に属する科目は ｢家政｣ に関する科目とみなす｡
その他の科目については, 事前に文書により問い合わせること｡

選 抜 方 法 等
小論文, 面接, 出身高等学校の調査書, 高等学校長の推薦書及び志望理由書
に基づいて総合判定し選抜する｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
家政科あるいはこれに準ずる学科, もしくは総合学科

※小論文
高等学校までに習った家庭科あるいはこれに準ずる科目を基礎に, 生活に
ついてのものの見方・考え方を問う｡

※面接
将来, 中学校・高等学校の家庭科教育に携わる者としての意欲, 適性等を
評価する｡
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別表 ４－３

実施学部・学科等名 医学部 保健学科 看護学専攻

募 集 人 員 ��人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上である者
� 看護学の修得に興味と熱意がある者

選 抜 方 法 等
小論文, 面接に基づいて総合判定し選抜する｡
出身高等学校の調査書, 高等学校長の推薦書及び志望理由書は選抜の際の参
考資料とする｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から３人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※小論文
人間の生命と社会・文化に関する課題文 (和文・英文) を読み, 読解力,
思考力, 表現力を問う｡

※面接
提示された課題についてグループディスカッションを行い, 医療人として
の意欲適性を評価する｡
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別表 ４－４

実施学部・学科名 医学部 保健学科 理学療法学専攻

募 集 人 員 ４人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者
① 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上である者
② 人物については, 以下のいずれかに該当する者
１) 障害者や高齢者などを対象とした社会活動に強い興味をもつ者
２) 地域の活性化などに関する社会活動に強い興味をもつ者
３) 部活動など学内の活動においてリーダー的な役割を果たしてきた者
４) その他, 他者と協働し, 企画, 実行する能力を有する者

③ 理学療法学の修得に興味と熱意があるもの

選 抜 方 法 等
小論文, 面接に基づいて総合判定し選抜する｡
出身高等学校長等から提出された調査書, 推薦書及び本人直筆の志願理由書
は選抜の際の参考資料とする｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
人数制限なし

※対象となる高等学校の学科
全学科

※小論文
社会的な課題や文化等に関する課題文や統計的データ (和文) を読み, 分
析, 解釈, 考察などの一連の過程を記述することで, 理解力, 表現力, 知識
などを問う｡

※面接
理学療法学を学び, 更に資格取得後それぞれの専門職として, 保健・医療・
福祉の推進に貢献していこうとする適性, 能力及び意欲をみる｡
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別表 ４－５

実施学部・学科名 医学部 保健学科 作業療法学専攻

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者
① 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上である者
② 人物については, 以下のいずれかに該当する者
１) 障害者や高齢者などを対象とした社会活動に強い興味をもつ者
２) 地域の活性化などに関する社会活動に強い興味をもつ者
３) 部活動など学内の活動においてリーダー的な役割を果たしてきた者
４) その他, 他者と協働し, 企画, 実行する能力を有する者
③ 作業療法学の修得に興味と熱意がある者

選 抜 方 法 等
小論文, 面接に基づいて総合判定し選抜する｡
出身高等学校長等から提出された調査書, 推薦書及び本人直筆の志願理由書
は選抜の際の参考資料とする｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
人数制限なし

※対象となる高等学校の学科
全学科

※小論文
社会的な課題や文化等に関する課題文や統計的データ (和文) を読み, 分
析, 解釈, 考察などの一連の過程を記述することで, 理解力, 表現力, 知識
などを問う｡

※面接
作業療法学を学び, 更に資格取得後それぞれの専門職として, 保健・医療・
福祉の推進に貢献していこうとする適性, 能力及び意欲をみる｡
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別表 ４－６

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 機械工学プログラム

募 集 人 員 ８人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に機械工学の勉学に意欲があり,
高度の学業を修得する熱意と能力を有する者｡
なお, 物理基礎, 物理のうち, １科目以上を履修していること｡

� 学業成績・人物については, 次のいずれかに該当する者
① 高等学校の学習成績概評がＡ以上である者
② 高等学校在学中, 課外活動などに熱心に携わっていた者
③ ある分野 (芸術・スポーツなど) に特に優れた能力又は資格を持つ者
④ 模型, パソコン, 機械などの分解・組立・操作などに熱意をもって取り
組んでいる者

選 抜 方 法 等
小論文, 面接及び出身高等学校の調査書に基づき総合判定し選抜する｡
高等学校長の推薦書及び志望理由書は選抜の際の基礎資料とする｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※小論文
修学上必要な数学・物理(注)の基礎学力を問うとともに, 高等学校までに

習った数学や理科などを基礎に論理的思考力や科学的発想の豊かさを問い,
機械工学への意欲と適性を評価する｡

(注) 数学の範囲は数学Ⅰ及び数学Ⅱ, 物理の範囲は物理基礎とする｡

※面接
学習意欲, 目的意識と適性について評価する｡
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別表 ４－７

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 電気電子工学プログラム

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者｡ ただし, 総合学科については, 電気・電子と情報に関する科
目を��単位以上履修した (見込みを含む｡) 者に限る｡

選 抜 方 法 等
面接及び出身高等学校の調査書に基づき総合判定し選抜する｡
高等学校長の推薦書及び志望理由書は選抜の際の基礎資料とする｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
電気科, 電子科, 情報科あるいはこれらに準ずる学科, もしくは総合

学科

※面接
基礎学力, 電気電子工学の一般常識, 学習意欲, 目的意識について評価す
る｡
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別表 ４－８

実施学部・学科名 農学部
農業生産科学科
食料生命科学科
農林環境科学科

募 集 人 員
農業生産科学科 ８人
食料生命科学科 ３人
農林環境科学科 ４人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者｡ ただし, 総合学科については, 農業生産科学科及び食料生命
科学科では, 農業に関する科目を��単位以上履修した (見込みを含む｡) 者,
農林環境科学科では, 農業, 林業, 工業など農林環境科学科に関する科目を
��単位以上履修した (見込みを含む｡) 者に限る｡

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上である者

選 抜 方 法 等
小論文, 面接及び調査書＊の成績の総合得点に基づいて選抜する｡
高等学校長の推薦書及び志望理由書は選抜の際の参考資料とする｡
(＊農業生産科学科及び農林環境科学科は, 調査書は参考資料とする｡)

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
各学科に対して, 各校とも各科から２人以内

※対象となる高等学校の学科
農業生産科学科：農業科, 農業経営科, 畜産科, 園芸科, 生物工学科あるいはこれらに準

ずる学科, もしくは総合学科
食料生命科学科：生物工学科, 食品関連科学, 農業科, 畜産科, 園芸科あるいはこれらに

準ずる学科, もしくは総合学科
農林環境科学科：農業科, 農業経営科, 林業科, 森林関連学科, 農業土木科, 農業機械科,

生物工学科, 電気科, 機械科あるいはこれらに準ずる学科, もしくは総
合学科

※小論文
農業生産科学科及び農林環境科学科

専門を学ぶ上で必要な常識的事項, あるいは専門分野におけるトピックス的なものを
課す｡
食料生命科学科

食料生命科学に関する分野への関心の深さ及び話題や問題点を論理的に考察し表現で
きるかを問う｡

※面接(各学科共通)
志望理由書を参考にして行い, 関心度, 学習意欲, 基礎知識等を評価する｡
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別表 ４－９

実施学部・学科名
水圏科学領域

水産学部 水産学科 水産資源科学領域
食品生命科学領域

募 集 人 員
水圏科学領域 ２人
水産資源科学領域 ２人
食品生命科学領域 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部科学大臣が
認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) を令和３年 (����年)
３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上である者

選 抜 方 法 等
小論文, 面接及び調査書の成績の総合得点により行う｡
高等学校長の推薦書及び志望理由書は選抜の際の基礎資料とする｡

出 願 期 間 ���������������������������������
�	�

選 抜 期 日 �������������������

合 格 者 発 表 日 ������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から, 水圏科学領域, 水産資源科学領域及び食品生命科学領域を合わ
せ全体で１人

※対象となる高等学校の学科
普通科あるいはこれに準ずる学科

※小論文
水産学を学ぶ上で必要な基礎的事項に関する理解力, あるいはトピックス
的なものに関する理解力ならびに考察力を問う｡

※面接
水産学を学ぶ意欲等について評価する｡

※領域の志望については, 第１～３志望を認める｡
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別表 ５－１

実施学部・学科名 法文学部 法経社会学科 法学コース

募 集 人 員 ��人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書, 高等学校長の推薦書及
び自己推薦書に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢理科②｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡
���大学入学共通テストの ｢理科① (２科目)｣ 及び ｢理科②｣ を受験した場
合には, 得点の高い方を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※自己推薦書は, 面接時の資料として利用する｡

※面接
学習意欲, 社会の諸問題に対する関心の高さ, 基礎的な表現力をみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
倫･政経

�
�
�
から２

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

②物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 面接
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別表 ５－２

実施学部・学科名 法文学部 法経社会学科 地域社会コース・経済コース

募 集 人 員 ７人 (商業科あるいはこれに準ずる学科, もしくは総合学科)

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者になる強い意志を有する者｡ ただし総合学科については, 商業
に関する教科・科目を��単位以上修得した (見込みを含む｡) 者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上である者
なお, 全国商業高等学校協会 (全商) の簿記実務検定, 情報処理検定のう
ちいずれかの１級又はそれに相当する資格を取得していることが望ましい｡

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 小論文, 面接, 出身高等学校の調査書, 高等学校長の
推薦書及び自己推薦書に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
商業科あるいはこれに準ずる学科, もしくは総合学科

※小論文
社会の諸事象に関する文章などを読ませ, 社会的な問題に対する関心や思
考力, 文章などの読解力ならびに論理的な説明能力をみる｡
※自己推薦書は, 面接時の資料として利用する｡
※面接
社会の諸事象に対する関心と学習意欲をみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[４教科５科目]

その他 小論文及び
面接
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別表 ５－３

実施学部・学科名 法文学部 法経社会学科 地域社会コース・経済コース

募 集 人 員 ��人 (全学科)

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上である者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 小論文, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦
書に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢理科②｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡
���大学入学共通テストの ｢理科① (２科目)｣ 及び ｢理科②｣ を受験した場
合には, 得点の高い方を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※小論文
社会の諸事象に関する文章などを読ませ, 社会的な問題に対する関心や思
考力, 文章などの読解力ならびに論理的な説明能力をみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から２

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

②物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民(｢現社｣｢倫｣｢政経｣｢倫･政経｣)から２科目
選択解答することはできない｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 小論文

�
�

�
�
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別表 ５－４

実施学部・学科名 法文学部 人文学科 多元地域文化コース

募 集 人 員 ��人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 小論文, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦
書に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢理科②｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡
���大学入学共通テストの ｢理科① (２科目)｣ 及び ｢理科②｣ を受験した場
合には, 得点の高い方を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※小論文
出題の内容について, 発想の柔軟さ, 適切な論理の展開と表現能力を問う｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から２

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

②物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民(｢現社｣｢倫｣｢政経｣｢倫･政経｣)から２科目
選択解答することはできない｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 小論文

�
�

�
�
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別表 ５－５

実施学部・学科名 法文学部 人文学科 心理学コース

募 集 人 員 ８人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢理科②｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡
���大学入学共通テストの ｢理科① (２科目)｣ 及び ｢理科②｣ を受験した
場合には, 得点の高い方を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
人の心と行動に対する関心の高さ, 勉学意欲, コミュニケーション能力
などをみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から２

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は

②物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民(｢現社｣｢倫｣｢政経｣｢倫･政経｣)から２科目
選択解答することはできない｡

[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 面接

�
�

�
�
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別表 ５－６

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 初等教育コース 一般

募 集 人 員 ��人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上で, 教員になる意欲と熱
意がある者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書に基づ
いて総合判定し選抜する｡

【注意】
���初等教育コース (一般) の文系受験型においては, 大学入学共通テストの ｢数学｣
及び ｢理科｣ を合わせて４又は５科目受験している場合は, ���数学の得点の高い科目,
����｢理科① (２科目)｣ と ｢理科②の第１解答科目｣ のうち得点の高い方, �����残り
の科目のうち得点の高い科目の成績を利用する｡

���初等教育コース (一般) の理系受験型においては, 大学入学共通テストの ｢地歴｣・
｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』 を選択
解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修した者及び文部
科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
教員志望への熱意, 初等教育への関心, コミュニケーション能力などをみ
る｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

文系受験型

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ �

�
�
から２

現社, 倫, 政経, 倫・政経
数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ,

�
�
�
から１又は２

簿, 情報

�
�
�
�
�

から３

①物基, 化基, 生基, 地学基から２
又は４

②物, 化, 生, 地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民の｢現社｣を選択解答する場合, 他の１科目は,｢世Ａ｣｢世Ｂ｣｢日Ａ｣
｢日Ｂ｣｢地理Ａ｣｢地理Ｂ｣から選択解答すること｡
数学から１科目選択解答する場合,理科は①から２科目と②から１科

目,又は,②から２科目選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理科は①から２科目,又は,②から１

科目選択解答すること｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 面接

国
地歴
公民
数

理

外

理系受験型

国
世Ａ, 世Ｂ, 日Ａ, 日Ｂ, 地理Ａ, 地理Ｂ �

�
�
から１

現社, 倫, 政経, 倫・政経
数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ, 数Ⅱ・数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から２
②物, 化, 生, 地学から１又は２ 又は３
英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については, ①から２科目と②から１科目, 又は, ②から２科目

選択解答すること｡ ただし, 同一名称を付した科目 (｢物基｣ と ｢物｣,
｢化基｣ と ｢化｣, ｢生基｣ と ｢生｣, ｢地学基｣ と ｢地学｣) の選択解答は
認めない｡

[５教科７か８科目]

その他 面接

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�



―��―

��������
別表 ５－７

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 初等教育コース 音楽

募 集 人 員 ５人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上である者
� 音楽への興味・関心が高く, 勉学意欲があり, 更に教員を強く志望する者
� 発表会やコンクールへの参加歴等 (部活動や一般団体での活動を含む),
音楽実技活動の実績がある者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 実技検査, 面接, 出身高等学校の調査書, 音楽実技活
動の実績調書及び高等学校長の推薦書に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢数学｣ 及び ｢理科｣ を合わせて４又は５科目受験
している場合は, ���数学の得点の高い科目, ����｢理科① (２科目)｣ と ｢理
科②の第１解答科目｣ のうち得点の高い方, �����残りの科目のうち得点の高
い科目の成績を利用する｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※実技検査
ピアノ, 声楽, ソルフェージュ
上記の検査以外に, 希望者はその他の楽器で受験できる｡ (自由曲１曲)

※面接
音楽の基礎的内容の理解, 音楽への興味・関心, 音楽活動への参加状況,
勉学意欲の程度, 初等教育教員志望への熱意などをみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ,

�
�
�
から１又は２

簿, 情報

�
�
�
�
�

から３

①物基, 化基, 生基, 地学基から２ 又は４

②物, 化, 生, 地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１
数学から１科目選択解答する場合,理科は①

から２科目と②から１科目,又は,②から２科目
選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理科は①

から２科目,又は,②から１科目選択解答すること｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 実技及び
面接

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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��������
別表 ５－８

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 初等教育コース 保健体育

募 集 人 員 ９人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上で, 教員になる意欲と熱
意がある者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書, 実技調書及び高等学校
長の推薦書に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢数学｣ 及び ｢理科｣ を合わせて４又は５科目受験
している場合は, ���数学の得点の高い科目, ����｢理科① (２科目)｣ と ｢理
科②の第１解答科目｣ のうち得点の高い方, �����残りの科目のうち得点の高
い科目の成績を利用する｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から３人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
教員志望への熱意, 体育の教育への関心, コミュニケーション能力などを
みる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ,

�
�
�
から１又は２

簿, 情報

�
�
�
�
�

から３

①物基, 化基, 生基, 地学基から２ 又は４

②物, 化, 生, 地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１
数学から１科目選択解答する場合,理科は①

から２科目と②から１科目,又は,②から２科目
選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理科は①

から２科目,又は,②から１科目選択解答すること｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 面接

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�



―��―

��������
別表 ５－９

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 中等教育コース 国語

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上で, 教員になる意欲と熱意がある者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢数学｣ 及び ｢理科｣ を合わせて４又は５科目受験
している場合は, ���｢数学｣ の得点の高い科目, ����｢理科① (２科目)｣ の得
点と ｢理科②の第１解答科目｣ の得点のうち高い方, �����残りの科目のうち
得点の高い科目の成績を利用する｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
国語の基礎的内容の理解, 国語への興味・関心, 勉学意欲の程度, 教員志
望への熱意をみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ,

�
�
�
から１又は２

簿, 情報

�
�
�
�
�

から３

①物基, 化基, 生基, 地学基から２ 又は４

②物, 化, 生, 地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民の｢現社｣を選択解答する場合, 他の１科

目は,｢世Ａ｣｢世Ｂ｣｢日Ａ｣｢日Ｂ｣｢地理Ａ｣｢地理
Ｂ｣から選択解答すること｡
数学から１科目選択解答する場合,理科は①

から２科目と②から１科目,又は,②から２科目
選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理科は①

から２科目,又は,②から１科目選択解答すること｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 面接

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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��������
別表 ５－��

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 中等教育コース 社会

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上で, 教員になる意欲と熱
意がある者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢数学｣ 及び ｢理科｣ を合わせて４又は５科目受験
している場合は, ���｢数学｣ の得点の高い科目, ����｢理科① (２科目)｣ の得
点と ｢理科②の第１解答科目｣ の得点のうち高い方, �����残りの科目のうち
得点の高い科目の成績を利用する｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
地理歴史及び公民の基礎的内容の理解, 社会科への興味・関心, 勉学意欲
及び教員志望への熱意などをみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ,

�
�
�
から１又は２

簿, 情報

�
�
�
�
�

から３

①物基, 化基, 生基, 地学基から２ 又は４

②物, 化, 生, 地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民の｢現社｣を選択解答する場合, 他の１科

目は,｢世Ａ｣｢世Ｂ｣｢日Ａ｣｢日Ｂ｣｢地理Ａ｣｢地理
Ｂ｣から選択解答すること｡
数学から１科目選択解答する場合,理科は①

から２科目と②から１科目,又は,②から２科目
選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合,理科は①

から２科目,又は,②から１科目選択解答すること｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 面接

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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別表 ５－��

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 中等教育コース 英語

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上で, 教員になる意欲と熱
意がある者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢数学｣ 及び ｢理科｣ を合わせて４又は５科目受験
している場合は, ���｢数学｣ の得点の高い科目, ����｢理科① (２科目)｣ の得
点と ｢理科②の第１解答科目｣ の得点のうち高い方, �����残りの科目のうち
得点の高い科目の成績を利用する｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
英語の基礎力, 関心, 勉学意欲の程度, 教員志向の熱意等を評価する

(英語による質疑応答を含む)｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ,

�
�
�
から１又は２

簿, 情報

�
�
�
�
�

から３

①物基, 化基, 生基, 地学基から２ 又は４

②物, 化, 生, 地学から１又は２
英, 独, 仏, 中, 韓から１
公民の｢現社｣を選択解答する場合, 他の１科

目は,｢世Ａ｣｢世Ｂ｣｢日Ａ｣｢日Ｂ｣｢地理Ａ｣｢地理
Ｂ｣から選択解答すること｡
数学から１科目選択解答する場合,理科は①

から２科目と②から１科目,又は,②から２科目
選択解答すること｡
数学から２科目選択解答する場合, 理科は①か

ら２科目,又は,②から１科目選択解答すること｡
[５教科７か８科目又は６教科７か８科目]

その他 面接

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 中等教育コース 数学

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 数学Ⅲ (理数科は理数数学Ⅱ) を履修していること
� 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上で, 数学への興味・関心
が高く, 教員を強く志望する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は第１解答科目の成績を利用する｡
｢理科｣ は ｢理科① (２科目)｣ の得点と ｢理科②の第１解答科目｣ の得点
のうち高い方の成績を利用する｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
数学Ⅲの基本的内容の理解の確認, 数学への興味・関心の程度, 数学を題
材とした書物の読書体験, 教員志望の熱意などをみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から１
又は２②物, 化, 生, 地学から１

英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については,①から２科目,又は,②から１
科目選択解答すること｡

[５教科６か７科目]

その他 面接

�
�

�
�



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 中等教育コース 理科

募 集 人 員 ３人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の調査書の全体の評定平均値が���以上で, 教員になる意欲と熱
意がある者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
理科に関する基礎的理解や学力の確認, 教員志望の意欲や熱意などをみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から２
又は３②物, 化, 生, 地学から１又は２

英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については,①から２科目と②から１科目,
又は,②から２科目選択解答すること｡ ただし,
同一名称を付した科目(｢物基｣と｢物｣,｢化基｣と
｢化｣,｢生基｣と｢生｣,｢地学基｣と｢地学｣)の選択
解答は認めない｡

[５教科７か８科目]

その他 面接

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科等名 教育学部 学校教育教員養成課程 中等教育コース 美術

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者又は, 令和２年 (����年) ３
月に高等学校を卒業した者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 美術への興味・関心が高く, 勉学意欲があり, 更に教員になる強い意志を
有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢数学｣ において, 指定した科目を超えて受験して
いる場合は, 得点の高い科目の成績を利用する｡ ｢理科｣ は ｢理科① (２科
目)｣ の得点と ｢理科②の第１解答科目｣ の得点のうち高い方の成績を利用
する｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
持参した高等学校長承認印のあるポートフォリオ (自己の作品写真集で入
選・入賞歴も記載したもの) をもとに, 美術の基礎的内容の理解, 美術への
興味・関心, 勉学意欲の程度, 教員志望への熱意などをみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理

外

国
世Ａ,世Ｂ,日Ａ,日Ｂ,地理Ａ,地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から�

数Ⅰ･数Ａ,
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂ,

�
�
�
から１

簿, 情報
①物基, 化基, 生基, 地学基から２ �

�
�

から１
又は２②物, 化, 生, 地学から１

英, 独, 仏, 中, 韓から１
理科については,①から２科目,又は,②から１
科目選択解答すること｡

[５教科６か７科目又は６教科６か７科目]

その他 面接 (高等
学校長承認
印のあるポ
ートフォリ
オ持参)

�
�

�
�
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��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 理学部 理学科 化学プログラム

募 集 人 員 ７人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者又は, 令和２年 (����年) ３
月に高等学校を卒業した者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 化学への興味・関心が高い者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
志望動機, 学習意欲, 基礎学力などについて, 調査書の内容も含めて評価
する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 理学部 理学科 生物学プログラム

募 集 人 員 ７人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者又は, 令和２年 (����年) ３
月に高等学校を卒業した者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 生物学への興味・関心が高い者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
志望動機, 学習意欲, 基礎学力などについて, 調査書の内容も含めて評価
する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 理学部 理学科 地球科学プログラム

募 集 人 員 ６人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者又は, 令和２年 (����年) ３
月に高等学校を卒業した者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 地学への興味・関心が高い者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
に基づいて総合判定し選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
志望動機, 学習意欲, 基礎学力などについて, 調査書の内容も含めて評価
する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 医学部 医学科

募 集 人 員 ��人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 鹿児島県内の高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文
部科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に
在学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者又は, 鹿児島県内の高等学
校を卒業した者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上で, 鹿児島県における地域医療に従事し
ようとする強い意欲と情熱を持つ者

� 入学後に ｢鹿児島県医師修学資金｣ の貸与を受け, 大学卒業後は鹿児島県
キャリア形成プログラムの適用を受ける者
※医師修学資金貸与制度
鹿児島県知事が指定する医療機関等に医師として勤務しようとする者に対
し, 修学に必要な資金を貸与することにより, 地域医療を確保することを目
的とする｡
※鹿児島県キャリア形成プログラム
医師が不足している地域における医師の確保と, 対象医師の能力の開発・
向上の両立を目的に, 原則９年間, 鹿児島県が指定するへき地を含む鹿児島
県内の医療機関等で臨床研修及び就業をする

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接, 出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書
を総合判定し選抜する｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から５人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
鹿児島県における地域医療に従事しようとする強い意欲と情熱を持つ者に
ついて, 医療人としての適性及び能力をみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生から２
英

[５教科７科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 歯学部 歯学科

募 集 人 員 ８人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者又は, 令和２年 (����年) ３
月に高等学校を卒業した者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上である者
� 歯科医療の発展に貢献しようとする強い意欲と情熱を持つ者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接に基づいて総合判定し選抜する｡
出身高等学校の調査書及び高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から３人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
面接に先立ち, 面接用資料を作成させ, 面接に利用する｡
歯科医療の発展に貢献しようとする強い意欲と情熱を持つ者について, 医
療人としての適性及び能力をみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生から２
英

[５教科７科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 機械工学プログラム

募 集 人 員 ��人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接及び出身高等学校の調査書に基づき総合判定し選
抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢理科｣ においては, ｢物｣ を第１解答科目として選

択解答すること｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
学習意欲, 目的意識と適性について評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

数
理

数Ⅱ･数Ｂ
物

[２教科２科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 電気電子工学プログラム

募 集 人 員 ８人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接及び出身高等学校の調査書に基づき総合判定し選
抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
普通科あるいはこれに準ずる学科

※面接
電気電子工学を学ぶ上で必要な基礎的事項に関する理解力, 論理的思考力,
学習意欲, 目的意識について評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個 別 学 力 検 査 等

教科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

数
理
外

数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[３教科４科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 海洋土木工学プログラム

募 集 人 員 ２人 (専門教育を主とする学科及び総合学科)

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接及び出身高等学校の調査書の成績の総合得点に基
づいて選抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

���大学入学共通テストの ｢理科｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校とも各科から２人以内

※対象となる高等学校の学科
高等学校設置基準第５条第２号に規定する ｢専門教育を主とする学科｣ の
うち職業教育を主とする学科及び同条第３号に規定する総合学科｡
なお, 総合学科については履修科目を確認のうえ判断するので, 事前に文
書により問い合わせること｡

※面接
海への興味・理解の程度, 学習意欲, 土木技術者としての適性などを評価
する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

数

理

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
物, 化, 生, 地学から１

[２教科３科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 海洋土木工学プログラム

募 集 人 員 ８人 (普通科あるいはこれに準ずる学科)

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接及び出身高等学校の調査書の成績の総合得点に基
づいて選抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢理科｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
普通科あるいはこれに準ずる学科

※面接
海への興味・理解の程度, 学習意欲, 土木技術者としての適性などを評価
する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

数

理

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ
物, 化, 生, 地学から１

[２教科３科目]

その他 面接



―��―

��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 化学工学プログラム

募 集 人 員 ６人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接及び出身高等学校の調査書に基づき総合判定し選
抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
学習意欲, 適性などについて評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

数

理
外

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[３教科５科目]

その他 面接
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��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 化学生命工学プログラム

募 集 人 員 ８人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接及び出身高等学校の調査書に基づき総合判定し選
抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
学習意欲, 目的意識, 適性などについて評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 面接
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��������
別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 情報・生体工学プログラム

募 集 人 員 ４人 (専門教育を主とする学科及び総合学科)

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接及び出身高等学校の調査書に基づき総合判定し選
抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢数学｣ において 『簿記・会計』, 『情報関係基礎』
を選択解答することができる者は, 高等学校においてこれらの科目を履修し
た者及び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了 (見込み) 者
に限る｡

���大学入学共通テストの ｢理科｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
高等学校設置基準第５条第２号に規定する ｢専門教育を主とする学科｣ の
うち職業教育を主とする学科及び同条第３号に規定する総合学科｡
なお, 総合学科については履修科目を確認のうえ判断するので, 事前に文
書により問い合わせること｡
※面接
情報生体システム工学を学ぶ上での適性と意欲を評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

国
数

理
外

国
数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ, 簿, 情報から１
物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[４教科５科目]

その他 面接
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別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 先進工学科 情報・生体工学プログラム

募 集 人 員 ��人 (普通科あるいはこれに準ずる学科)

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接及び出身高等学校の調査書に基づき総合判定し選
抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
普通科あるいはこれに準ずる学科

※面接
情報生体システム工学を学ぶ上での適性と意欲を評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

数 数Ⅰ･数Ａ
数Ⅱ･数Ｂ

[１教科２科目]

その他 面接
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別表 ５－��

実施学部・学科名 工学部 建築学科 建築学プログラム

募 集 人 員
ア (文系科目重視型) ４人
イ (理系科目重視型) ４人
ウ (実技試験型) ３人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能力
を有する者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 面接 (ア, イ) 又は, 空間構成 (ウ), 出身高等学校
の調査書に基づき総合判定し選抜する｡
高等学校長の推薦書は選抜の際の基礎資料とする｡

【注意】
���大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用す
る｡

���大学入学共通テストの ｢理科｣ は, 第１解答科目の成績を利用する (ア,
ウ)

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※面接
志望の動機及びこれまでの生活における建物とのかかわり方を通して建築
への適性を評価する｡ 自分の考えを論理的に表現する能力を評価する｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科目名等

ア (文系科目
重視型)

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫・政経

�
�
�
から１

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科６科目]

その他 面接

イ (理系科目
重視型)

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫・政経

�
�
�
から１

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から２
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科７科目]

その他 面接

ウ (実技試験
型)

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
現社, 倫, 政経, 倫・政経

�
�
�
から１

数Ⅰ・数Ａ
数Ⅱ・数Ｂ
物, 化, 生, 地学から１
英, 独, 仏, 中, 韓から１

[５教科６科目]

その他 空間構成
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別表 ５－��

実施学部・学科名 共同獣医学部 獣医学科

募 集 人 員 ２人

出 願 要 件

次の各号に該当する者で, 下記の推薦要件を満たし, 高等学校長 (中等教育学
校長, 高等部を置く特別支援学校の長及び文部科学大臣が認定又は指定する在
外教育施設の長を含む｡ 以下同じ｡) が責任をもって推薦できるもの
１ 対象となる高等学校 (中等教育学校, 高等部を置く特別支援学校及び文部
科学大臣が認定又は指定する在外教育施設を含む｡ 以下同じ｡) の学科に在
学し, 令和３年 (����年) ３月卒業見込みの者
２ 合格した場合は, 入学することを確約できる者
〇推薦要件
� 高等学校の学業成績・人物が優秀で, 更に高度の学業を修得する熱意と能
力を有する者

� 高等学校の学習成績概評がＡ以上である者
� 獣医師になる強い意欲と情熱がある者

選 抜 方 法 等

大学入学共通テスト, 小論文, 面接の成績の総合得点に基づいて選抜する｡
高等学校長の推薦書及び調査書は選抜の際の参考資料とする｡

【注意】
大学入学共通テストの ｢地歴｣・｢公民｣ は, 第１解答科目の成績を利用する｡

出 願 期 間 ������������������
�����������������	�

選 抜 期 日 ������������������

合 格 者 発 表 日 �������������������

そ の 他

※推薦人員
各校から２人以内

※対象となる高等学校の学科
全学科

※小論文
提示された資料, 課題に対する理解力, 分析力, 論理的思考力及び文章表
現力等を評価・採点する｡ なお, 資料は英文で提示することがある｡
※面接
志望動機, 勉学意欲, 質問に対する理解力, 表現力等を評価・採点すると
ともに, 獣医学科への適性をみる｡

大学入学共通テストの利用教科・科目名 個別学力検査等

教 科 科 目 名 等 教科等 科 目 名 等

国
地歴
公民
数

理
外

国
世Ｂ, 日Ｂ, 地理Ｂ
倫･政経

�
�
�
から１

数Ⅰ, 数Ⅰ･数Ａから１
数Ⅱ, 数Ⅱ･数Ｂから１
物, 化, 生から２
英

[５教科７科目]

その他 小論文及び面
接
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別表 ６－１

実施学部・学科等名 全学部 (�����を参照)

募 集 人 員 全学部とも若干人 (�����を参照)

出 願 要 件

次の (�) 及び (�) の条件をすべて満たすものとする｡
(�) スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バカ
ロレア資格証書 (ＩＢフルディプロマ) を����年４月から����年３月まで
に授与される (見込を含む) 者で, ����年３月��日までに��歳に達する者

(�) 国際バカロレア資格の取得において, 次の①及び②に該当する者
①言語Ａ (母語) を日本語により�����������(以下 ｢ＨＬ｣ と略｡) 又
は������������(以下 ｢ＳＬ｣ と略｡) で履修し成績評価が４以上の者,
又は言語Ｂ (外国語) について ｢日本語｣ をＨＬで履修し成績評価が６
以上の者あるいはＳＬで履修し成績評価が７の者
※ 法文学部法経社会学科においては, 言語Ａ (母語) を日本語により
ＨＬで履修し成績評価が４以上の者に限る｡
※ 法文学部人文学科においては, 言語Ａ (母語) を日本語によりＨＬで
履修し成績評価が４以上の者, 又は言語Ｂ (外国語) について ｢日本語｣
をＨＬで履修し成績評価が６以上の者に限る｡
②本学が指定する�����の科目を履修していること｡ かつ, 成績評価
を指定している科目については, その評価も満たしていること｡

※ 上記(�)及び(�)に加え, ｢法文学部法経社会学科法学コースについては,
�
フルディプロマのスコア (	�点満点) が��点以上, 医学部医学科につい
ては, 同スコアが��点以上, 歯学部歯学科及び共同獣医学部獣医学科につ
いては, 同スコアが��点以上｣ の条件を満たしていること｡

選 抜 方 法 等 学部・学科等により異なる (�����を参照)

出 願 期 間 �������
�	��
���	��������
�	���
��	

選 抜 期 日 �������
�	�����	

合 格 者 発 表 日 �������
�	��
���	

そ の 他

※ 国際バカロレア認定校において ｢英語｣ を母語としない者が出願する場合
は, ＴＯＥＦＬ等外部英語試験の成績の提出を要する｡
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別表 ６－２

学
部 学 科 等 募集人員 出願要件(�)の②の履修科目

注：��＝��������������＝�������������
選抜方法等

法
文
学
部

法
経
社
会
学
科

法学コース

若干人

グループ３ ｢個人と社会｣ から１科目(��又
は��で成績評価が４以上)

書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡
面接は, 日本語で
行う｡

地域社会コース･
経済コース

グループ３ ｢個人と社会｣ から１科目(��又
は��で成績評価が４以上), 又は数学(��又は��
で成績評価が４以上)

人
文
学
科

多元地域文化
コース 指定なし 書類審査のみで判

定する｡
心理学コース 数学(��又は��)

教

育

学

部

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程

初等教育コース(一般)

若干人

グループ１ ｢言語と文学｣
グループ２ ｢言語獲得｣

(旧：言語習得)
グループ３ ｢個人と社会｣ から１科目
グループ４ ｢理科｣ (いずれも��で

(旧：実験科学) 成績評価が
グループ５ ｢数学｣ ４以上)

(旧：数学とコン
ピュータ科学)

グループ６ ｢芸術｣

書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡
面接は, 日本語で
行う｡

中
等
教
育
コ
ー
ス

国語

社会

英語

数学

理科

技術

家政

音楽

美術

保健体育

特別支援教育コース

理

学

部

理
学
科

数理情報科学プログラム

若干人 数学(��)
物理, 化学, 生物から１科目 (��)

書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡
面接は, 日本語で
行う｡

物理・宇宙プログラム

化学プログラム

生物学プログラム

地球科学プログラム

医

学

部

医学科

若干人

数学(��)
物理, 化学, 生物から２科目(うち１科目は��)

書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡
面接は, 日本語で
行う｡

保
健
学
科

看護学専攻 物理, 化学, 生物から１科目(��又は��) 書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡
面接は, 日本語で
行う｡

理学療法学専攻
物理, 化学, 生物から１科目 (��)

作業療法学専攻

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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学
部 学 科 等 募集人員 出願要件���の②の履修科目

注：��＝�����������, ��＝�������������
選抜方法等

歯

学

部

歯学科 若干人
数学(��又は��)
物理化学生物から２科目

�
�
�
３科目�うち２科目は���

書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡ 面接は, 日
本語で行う｡

工
学
部

先
進
工
学
科

機械工学プログラム

若干人

数学(��又は��)
物理

�
�
�
２科目�うち１科目は���

書類審査のみで判
定する｡

電気電子工学プログラム
海洋土木工学プログラム 数学(��又は��)

物理化学から１科目
�
�
�
２科目�うち１科目は���

化学工学プログラム

化学生命工学プログラム 数学(��又は��) �
�
�
２科目�うち１科目は���化学

情報・生体工学プログラム
数学(��又は��)
物理化学から１科目

�
�
�
２科目�うち１科目は���建

築
学
科

建築学プログラム

農
学
部

国際食料資源学特別コース
�農学系サブコース�

若干人

数学(��又は��) から１科目物理化学生物
�
�
�

書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡
面接は, 日本語で
行う｡

農業生産科学科
数学(��又は��) から１科目物理����化学����生物����

�
�
�

食料生命科学科

農林環境科学科

水
産
学
部

国際食料資源学特別コース
�水産学系サブコース�

若干人
数学(��又は��) から１科目物理化学生物

�
�
�

書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡
面接は, 日本語で
行う｡

水
産
学
科

水圏科学領域
書類審査のみで判
定する｡

水産資源科学領域

食品生命科学領域

共
同
獣
医
学
部

獣医学科 若干人
数学(��又は��)
物理化学生物から２科目

�
�
�
３科目�うち２科目は���

書類審査及び面接
を行い, 総合的に判
定する｡ 面接は, 日
本語で行う｡
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������������
別表 ７－１

実施学部・学科等名 全学部 (別表７－２参照)

募 集 人 員 全学部とも若干人 (９～��頁参照)

出 願 要 件

外国の国籍を有する者のうち, 出入国管理及び難民認定法において大学の入学に支障のない在留資
格を有する者又は取得できる見込みの者で, 次の１～４のいずれかに該当し, かつ, 独立行政法人日
本学生支援機構が実施 (海外実施を含む｡) する日本留学試験の所定の試験教科・科目を受験したも
の｡
なお, 法文学部, 理学部, 歯学部, 工学部, 農学部, 水産学部及び共同獣医学部の志願者は�����

又は�����を,教育学部及び医学部の志願者は�����を併せて受験すること｡
１ 外国において, 学校教育における��年の課程を修了 (最終学年を含んで２年以上継続して在籍
していること｡) した者及び令和３年(����年)３月��日までに修了見込みの者, 又はこれに準ず
る者で文部科学大臣の指定したもの
２ 外国の大学入学資格である国際バカロレア資格 (国際バカロレア事務局), アビトゥア資格
(ドイツ), バカロレア資格 (フランス), ����レベル資格 (イギリス) を有する者｡
３ ���� (アメリカ), ����(アメリカ) 若しくは���(イギリス) から教育活動等に係る認定
を受けた教育施設に置かれる��年の課程を修了した者及び令和３年 (����年) ３月��日までに修
了見込みの者｡

選 抜 方 法 等
別表７－２ (日本留学試験の試験教科・科目の指定及び個別学力検査科目等) に示す教科・科

目等及び所定の出願書類に基づいて総合判定し選抜する｡
なお, 大学入学共通テストは課さない｡

出 願 期 間 �����������
	����������������
�����

選 抜 期 日 �����������
�����

合 格 者 発 表 日 �����������
�����

そ の 他

【出願資格について】
全ての学部において, �����又は����� (教育学部及び医学部は�����のみ有効) と日本留学試験の受験
が必要となります｡ (詳細については別表７－２を参照)
また, 学部によっては, 下記のスコアを取得する必要があります｡

学部・学科等 �����
(���)

�����
(�＆) 日本留学試験

法文学部

法
経
社
会
学
科

法学コース

��点以上
���点以上

－

地域社会コース・経済コース 日本留学試験の日本語記述と理科を除く合計得
点��％以上

人
文
学
科

多元地域文化コース －

心理学コース 
��点以上
日本語���点以上 (記述を除く)
日本語記述��点以上
日本留学試験の総合科目･数学の各科目得点��％以上

教育学部

学校教育教員養成課程
初等教育コース(一般)
中等教育コース
特別支援教育コース

��点以上 × －

理学部
理
学
科

数理情報科学プログラム

��点以上 
��点以上

日本語�	�点以上 (記述を除く�
日本留学試験の数学の科目得点	�％以上

物理・宇宙プログラム

日本語�	�点以上 (記述を除く)
日本留学試験の理科の科目合計得点��％以上

化学プログラム

生物学プログラム

地球科学プログラム

医学部
医学科 	�点以上 × 日本語���点以上 (記述を除く)

日本留学試験の理科･数学の科目合計得点���点以上

保健学科 ��点以上 × 日本語���点以上 (記述を除く)

歯学部 歯学科 �
点以上 ���点以上
日本語���点以上 (記述を含む)
理科�
�点以上
数学�
�点以上

工学部 全学科(全プログラム) － － －

農学部

国際食料資源学特別コース
(農学系サブコース)

��点以上 
��点以上

－

農業生産科学科
日本語���点以上 (記述を除く)
日本語記述��点以上
日本留学試験の合計得点��％以上

食料生命科学科
日本語���点以上 (記述を除く)
日本語記述��点以上
日本留学試験の合計得点	�％以上

農林環境科学科
日本語���点以上 (記述を除く)
日本語記述��点以上
日本留学試験の理科・数学の各科目得点��％以上

水産学部

国際食料資源学特別コース
(水産学系サブコース)

��点以上 
��点以上
－

水産学科全領域
日本語���点以上 (記述を除く)
日本語記述��点以上
日本留学試験の合計得点��％以上

共同獣医学部 獣医学科 ��点以上 ���点以上
日本語���点以上 (記述を除く)
日本語記述
�点以上
日本留学試験の理科・数学の各科目得点	�％以上

※��������テストは���	年７月に廃止となりました｡



―��―

���������������������������
別表 ７－２

学部・学科等

日 本 留 学 試 験 個別学力
検査で課
す科目等

英語
能力
測定
方法
(注�･�)

試 験 教 科 ・ 科 目 の 指 定
(注１)

出題言語
の 指 定

試験の
利 用
(注２)

法

文

学

部

法
経
社
会
学
科

法学コース

日本語, 総合科目, 数学 (コース１
又はコース２)

日 本 語

直近の
４ 回

小論文, 面接 �����
又は
�����

地域社会コース･
経済コース

日 本 語
又 は
英 語

人
文
学
科

多元地域文化
コース

心理学コース 面接

教

育

学

部

中等教育コース
国語･社会･英語 文

系

日本語, 総合科目, 数学 (コー
ス１又はコース２)

日 本 語
又 は
英 語

面接

�����

中等教育コース
美術

面接, 実技

中等教育コース
数学･理科･技術

理
系

日本語, 理科 (物, 化, 生から
２科目), 数学 (コース１又はコー
ス２)

面接

中等教育コース
音楽・保健体育

文系, 理系いずれでも可

面接, 実技

初等教育コース 一般
中等教育コース 家政
特別支援教育コース

面接

理

学

部

理
学
科

数理情報科学プログラム
日本語, 理科 (物, 化, 生から２科
目), 数学 (コース２)

日 本 語
直近の
２ 回

面接
�����
又は
�����

物理・宇宙プログラム
日本語, 理科 (物１科目, 化, 生か
ら１科目), 数学 (コース２)

化学プログラム
日本語, 理科 (化１科目, 物, 生か
ら１科目), 数学 (コース２)

生物学プログラム
日本語, 理科 (生１科目, 物, 化か
ら１科目), 数学 (コース２)

地球科学プログラム
日本語, 理科 (物, 化, 生から２科
目), 数学 (コース２)

医
学
部

医学科
日本語, 理科 (物, 化, 生から２科
目), 数学 (コース２)

日 本 語
又 は
英 語

直近の
４ 回

面接
�����

保健学科 小論文, 面接

歯
学
部
歯学科

日本語, 理科 (物, 化, 生から２科
目), 数学 (コース２)

日 本 語
又 は
英 語

面接
�����
又は
�����

工
学
部

全学科
(全プログラム)

日本語, 理科 (物, 化, 生から２科
目), 数学 (コース２)

日 本 語
又 は
英 語

面接
�����
又は
�����

農
学
部

全学科, 国際食料
資源学特別コース
(農学系サブコース)

日本語, 理科 (物, 化, 生から２科
目), 数学 (コース２)

日 本 語
又 は
英 語

面接
�����
又は
�����

水
産
学
部

全領域,国際食料資
源学特別コース
(水産学系サブコース)

日本語, 理科 (物, 化, 生から２科
目), 数学 (コース２)

日 本 語
又 は
英 語

面接
�����
又は
�����

共
同
獣
医
学
部

獣医学科
日本語, 理科 (物, 化, 生から２科
目), 数学 (コース２)

日 本 語
又 は
英 語

直近の
２ 回

面接
�����
又は
�����

(注１) 理科の ｢物｣ は物理, ｢化｣ は化学, ｢生｣ は生物の略語である｡
(注２) ｢直近の４回｣ は, ����年度及び����年度に各２回実施された日本留学試験のうち, いずれか１回の成績

を志願者の申告により利用する｡
｢直近の２回｣ は, ����年度に２回実施された日本留学試験のうち, いずれか１回の成績を志願者の申告

により利用する｡
(注３) �����又は�����を利用する場合は, ����年及び����年に受験した者に限る｡
(注４) 英語を母語とする志願者について, 学部・学科等によっては�����又は�����を免除する場合がある｡



学校教育法施行令第��条の３に定める障害等 (次表参照) のある志願者又は発達障害のある志願
者で, その障害等の程度に応じ, 受験上及び修学上の特別な配慮を必要とする者は, 事前に本学と
相談してください｡
なお, 補聴器, 松葉杖, 車椅子等を使用している場合も事前相談が必要です｡

１ 事前相談の期間
各選抜の出願開始日の１週間前までとします｡
※ ���������������������
	���������������

����� ������
	������������������������

２ 相談の方法
電話などにより事前に連絡した上で, 次の内容を記載した事前相談書 (様式任意＊) 等を提
出してください｡

���事前相談書 (次の事項等を記載したもの｡＊)
① 志願者の氏名及び生年月日
② 志願者の現住所, 電話番号及び保護者の連絡先
③ 出身学校
④ 志願学部・学科・課程等, 選抜の区分 (前期日程・後期日程など)
⑤ 障害の種類・程度
⑥ 受験上特別な配慮を希望する事項

※ 大学入学共通テストの ｢受験上の配慮事項決定通知書｣ の交付を受けた場合は,
その写しを添付のこと｡

⑦ 修学上特別な配慮を希望する事項
⑧ 出身学校等でとられていた特別な配慮
⑨ 日常生活の状況

���医師の診断書＊
���その他参考書類等 (身体障害者手帳等の写し)
＊様式例は, 本学ホームページの ｢障害のある入学志願者の事前相談について｣ を参照してくだ
さい｡ ���：������������������
�	�����������
���������������
�

３ 問い合わせ先
〒���	���� 鹿児島市郡元一丁目��－��

鹿児島大学学生部入試課入試実施係  ����	���	����

８：��～��：��(土・日・祝除く)

―��―

���
�����������

区 分 障 害 の 程 度

視覚障害者
両眼の視力がおおむね���未満のもの又は視力以外の視機能障害が高度の

もののうち, 拡大鏡等の使用によっても通常の文字, 図形等の視覚による認
識が不可能又は著しく困難な程度のもの

聴覚障害者
両耳の聴力レベルがおおむね��デシベル以上のもののうち, 補聴器等の使

用によっても通常の話声を解することが不可能又は著しく困難な程度のもの

肢体不自由者

１ 肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行, 筆記等日常生活にお
ける基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの
２ 肢体不自由の状態が前号に掲げる程度に達しないもののうち, 常時の医
学的観察指導を必要とする程度のもの

病 弱 者
１ 慢性の呼吸器疾患, 腎臓疾患及び神経疾患, 悪性新生物その他の疾患の
状態が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの
２ 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの

(注) 学校教育法施行令第��条の３の規定に準拠した｡



―��―



―��―

� �����������������������������

� ��
	������	���������������

�� ��



―��―

������



―��―

������



―���―

����������������

������



―���―

�������



―���―

�����������



―���―

���������



―���―

��������������



―���―

� ����������������

������



―���―

������



―���―

����������������

������



―���―

�������



―���―

�����������



―���―

���������



―���―

��������������



(創立 周年を記念して制定)

鹿児島大学のアルファベットの頭文字 [Ｋ] をデザインしたものである｡ 今, まさに飛び立とうとして

いる姿を [鳳
おおとり

] の形にデザインし, 歴史と伝統に輝く鹿児島大学のキャンパスを巣立つ卒業生が世界の

舞台を翔
かけ

ようとしている姿をシンボル化したものである｡




